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風味豊かな
グリーンねぎの
登場だべい！

特集特集 第25回通常総代会

ネギ豚もやし
電子レンジで簡単調理

作り方 COOKING

材料（2人分）

ラップに付いた水滴
が落ちると水っぽく
なるので、加熱後は
素早くラップを外し
てください。

ワンポイント
アドバイス

レシピ
提供

店主　加藤 英治さん

安八町大野416-4

藤吉本店
TEL　64-4677

❶もやしをザルで水洗いし、ペーパータオルなどで水気を取
る。
❷①のもやしを皿に平らに敷く。豚バラ肉（スライス）を重なら
ないようにもやしの上に敷き詰め、塩・コショウを少々振る。

❸グリーンねぎを軽く洗い、根元の部分を落としてから3㌢ほ
どの長さに切って②の上に敷き詰める。
❹③にラップを掛け、電子レンジ（600㍗）で３分半加熱する。
※豚バラ肉に火が通り切っていない場合は、様子を見ながら
追加で加熱する。

❺ラップを外し、お好みでカツオ節を振りかけ、付けだれを添
えたら完成。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.jan.or.jp/

メ
ー
ル
アドレ

ス
nishim

ino@
jan.or.jp

発
　
行

編
　
集

西
美
濃
農
業
協
同
組
合

〒
503 -0849  岐

阜
県
大
垣
市
東
前
町
955 -1

TEL 0584 -73 -8111
FAX

0584 -73 -8171
総
合
企
画
部
地
域
ふ
れ
あ
い
課
　
TEL 0584 -73 -8123

環
境
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

グリーンねぎ
＜産地：神戸町＞

表紙の『にしみのブランド』

グリーンねぎ 1束
もやし 1袋
豚バラ肉（スライス） 150㌘
塩・コショウ 少々
カツオ節 適量　

＜付けだれ＞
ポン酢（水と1：1程度に割ったもの） 150ml
グリーンねぎ（薬味） お好みで
※めんつゆ、ゴマだれなどでもＯＫ

西美濃産の
グリーンねぎを
使ったレシピを
紹介します。

にしみのブランド
応援店



広報誌「じゃん！」は、JANishiminoの
頭文字から名付けました。

くらしと大地の
応援マガジン

JAの使命は、組合員の営農と生活を守ること。
そのため、農業や生活に役立つ必要な情報の提供、
そしてみなさんとのコミュニケーションを図る
“くらしと大地の応援マガジン”として発行する
「JAにしみの」広報誌です。

ご家族みんなでお読みください

じゃん！!"#"$%&

'(')&*+,-.(/

JAのお得な情報は
公式LINEをチェック

公式Instagram
始めました！

友だち登録お待ちしています！

JAにしみの
ファーマーズマーケット
各店舗

JAにしみの
女性部

公式YouTube動画配信中！

Instagram内で　　　　　　　
フォローやいいね！もよろしくお願いします。

JAにしみの で検索

YouTube内で
ぜひ、チャンネル登録を！！

JAにしみの公式 で検索
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特集

第25回通常総代会

功労者表彰

JANニュース&トピックス

アグリ情報室

家庭菜園相談室

地産地消レシピ

特集

第
25
回

通
常
総
代
会

6
月
19
日
、本
店
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
第
25
回
通
常
総
代
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。当
日
は
1
3
2
名
の
本
人
出

席
が
あ
り
、書
面
出
席
と
あ
わ
せ
て
8
5
5
名
の
総
代
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
で
は
、令
和
5
年
度
の
事
業
報
告
や
役
員
選
任
な
ど
6
議
案
お
よ
び
附
帯
決
議
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。今
月
号
で
は
、新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
を
は
じ
め
、令
和
5
年
度
事
業
報
告
や

令
和
6
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

提
出
議
案

第
1
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
6
号
議
案

附
帯
決
議

新
体
制
で
目
指
す
、第
9
次
中
期
経
営
計
画
の
完
遂

くらしと大地の
応援マガジン

じゃん！!"#"$%&
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JAのお得な情報は
公式LINEをチェック

友だち登録お待ちしています！

公式YouTube動画配信中！
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組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、J
A
に
し
み
の
の
各
事
業
に

深
い
ご
理
解
の
も
と
、格
別
の
ご
支
援

と
ご
利
用
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、6
月
19
日
の
第
25
回
通

常
総
代
会
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た

新
役
員
に
よ
る
理
事
会
及
び
監
事
会

で
、組
合
長
以
下
の
新
執
行
体
制
を
決

定
い
た
だ
き
、私
が
代
表
理
事
組
合
長

に
、ま
た
名
和
善
昭
氏
が
代
表
理
事
専

務
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。組
合
員
の
皆

さ
ま
の
負
託
に
応
え
、新
し
く
選
任
さ

れ
た
役
員
と
と
も
に
農
業
の
振
興
等
に

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、わ
が
国
の
経
済
は
、コ
ロ
ナ
禍

の
3
年
間
を
乗
り
越
え
、賃
上
げ
率
が

33
年
ぶ
り
の
高
水
準
に
な
る
な
ど
、企

業
に
前
向
き
な
動
き
が
見
ら
れ
、改
善

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
の
一
方
で
、農
業
・

J
A
を
取
り
巻
く
環
境
は
、生
産
者
の

減
少
や
高
齢
化
、労
働
者
不
足
に
加
え
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
長
期
化
な
ど
に
よ

る
物
価
高
騰
や
円
安
に
よ
っ
て
、肥
料
や

飼
料
、燃
油
な
ど
の
生
産
資
材
価
格
の

高
止
ま
り
が
続
い
て
お
り
、厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。ま
た
、食
料
安
全
保
障
の

問
題
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
中
、農
政

の
憲
法
と
い
わ
れ
る「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」が
1
9
9
9
年
の
制
定
以

来
、初
め
て
改
正
さ
れ
、食
料
・
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、当
J
A
に
あ
っ
て

は
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
」

「「
食
」と「
農
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化

へ
の
貢
献
」「
自
己
改
革
を
支
え
る
経
営

基
盤
強
化
」を
柱
と
す
る
第
9
次
中
期

経
営
計
画（
令
和
4
年
度
〜
令
和
6
年

度
）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。令
和
6
年

度
は
、こ
の
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、

合
併
25
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で

も
あ
り
ま
す
。組
合
員
を
は
じ
め
地
域

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、役
職
員
一
体
と
な
っ
て
事

業
を
着
実
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、地
域
の
皆
さ

ま
か
ら
J
A
に
し
み
の
が「
な
く
て
は
な

ら
な
い
農
協
」と
声
が
上
が
る
よ
う
、地

域
農
業
を
守
り
、地
域
に
貢
献
し
、地
域

社
会
を
活
性
化
さ
せ
、信
頼
さ
れ
る

J
A
に
し
み
の
を
築
き
上
げ
て
ま
い
り

ま
す
。今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま
に
は

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
ご
健
勝
、ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

玉井 寛之
代表理事組合長

名和 善昭
代表理事専務

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

特集

第
25
回

通
常
総
代
会

提
出
議
案

令
和
5
年
度
事
業
報
告
、

剰
余
金
処
分
案
の
承
認
の
件

第
1
号
議
案

定
款
及
び
定
款
附
属
書

総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
の
件

第
2
号
議
案

令
和
6
年
度
事
業
計
画
の
策
定
の
件

第
3
号
議
案

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
選
任
の
件

第
4
号
議
案

退
任
理
事
並
び
に
監
事
に
対
す
る

退
職
慰
労
金
支
給
の
件

第
5
号
議
案

役
員
の
報
酬
額
に
関
す
る
件

第
6
号
議
案

附
帯
決
議

本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、権
利
義
務
に
関
し

な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、違
算
及
び
誤
字
の

修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁
の
処
分
ま

た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な
修

正
は
、理
事
会
に
一
任
す
る
。
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常務理事（総務担当）

〈養老町飯ノ木〉
近沢 一成

代表理事組合長

〈垂井町府中〉
玉井 寛之

代表理事専務

〈大垣市入方〉
名和 善昭

常務理事（金融担当）

〈養老町一色〉
田中 太一

常務理事（営農経済担当）

＜海津市平田町須賀＞
吉田 智宏

常 勤 理 事

理 　 事

監 　 事 役員の紹介
第25回通常総代会で役員が
選任され、その後の理事会及
び監事会で新体制が決まりまし
たので紹介させていただきま
す。今後とも、皆さまのご支援と
ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

〈輪之内町本戸〉
小林 徹

〈海津市南濃町上野河戸〉
栗田 周治

〈養老町竜泉寺〉
　脇 きよ子

〈海津市海津町福江〉
後藤 昌宏

〈大垣市直江町〉
髙橋 滋

〈大垣市牧野町〉
岡本 敏美

〈神戸町斉田〉
和田 光正

〈安八町牧〉
渡辺 かず子

〈大垣市上石津町牧田〉
髙木 正美

〈海津市海津町平原〉
神田 春夫

〈大垣市浅草〉
浅野 勲

〈海津市海津町神桐〉
馬場 政美

〈大垣市綾野〉
傍島 勝美

〈大垣市楽田町〉
岩井 豐太郎

〈海津市南濃町志津新田〉
寺倉 百合子

〈養老町橋爪〉
木村 泰彦

〈養老町船附〉
北川 惠子

〈神戸町八条〉
清水 滿男

〈大垣市和合新町〉
堀 和　

〈関ケ原町玉〉
澤頭 　弘

〈安八町森部〉
山北 幸泰

〈安八町西結〉
渡部 　晴

〈養老町大巻〉
杉野 利廣

〈垂井町岩手〉
野田 耕治

〈垂井町表佐〉
多賀 恭子

〈大垣市神明〉
田部 勝美

〈神戸町北一色〉
傍嶋 喜美子

女性代表

〈垂井町大滝〉
山水 好美
女性代表

〈海津市平田町高田〉
髙木 利和
青年代表

渡部 　晴渡部 　晴渡部 　晴

澤頭 　弘澤頭 　弘

　脇 きよ子　脇 きよ子　脇 きよ子　脇 きよ子　脇 きよ子
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

常 勤 理 事

理 　 事

監 　 事 役員の紹介

〈大垣市久徳町〉

代表・常勤監事

中村 文威
〈関ケ原町関ケ原〉
古山 政樹

〈海津市平田町野寺〉
戸谷 務

〈大垣市和合新町〉
髙橋 美和子

〈養老町有尾〉
田中 信行

員外監事

＜養老町下笠＞
松永 政人

盛
夏
の
候
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、第
25
回
通
常
総
代
会
並
び
に
監
事
会
に
て
選
任
を
受
け
、

代
表
監
事
・
常
勤
監
事
と
い
う
重
責
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り

ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、「
理
事
の
職
務

の
執
行
を
監
査
す
る
」と
い
う
監
事
と
し
て
の
役
割
を
充
分
認
識
し
、微
力

非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、全
力
で
職
務
遂
行
に
尽
力
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、令
和
4
年
以
降
わ
が
国
の
G
D
P
は
個
人
消
費
や
設
備
投
資
な

ど
内
需
の
持
ち
直
し
に
と
も
な
い
、緩
や
か
に
回
復
傾
向
で
あ
る
と
の
見
方

が
あ
り
ま
す
が
、地
方
の
農
業
・
農
村
は
そ
れ
を
享
受
す
る
ど
こ
ろ
か
、原
油

等
の
原
材
料
価
格
の
影
響
を
受
け
、農
業
者
の
所
得
増
大
の
実
現
に
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、政
府
は
農
協
の
自
己
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て「
評
価
で
き
る
」

と
し
た
う
え
で
、農
協
の
自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
自
立
的
に
深
化
・
発
展

さ
せ
る
べ
く
農
水
省
に
助
言
や
指
導
・
監
督
を
求
め
て
お
り
、私
た
ち
監
事

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、監
事
6
人
全
員
が
組
合
員
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ま
の

負
託
に
お
応
え
し
、J
A
に
し
み
の
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
職
責
を
全

う
す
る
所
存
で
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

代
表
・
常
勤
監
事

中
村

文
威
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退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
度
、第
25
回
通
常
総
代
会
を
も
ち
ま
し
て
、任
期
満
了
と
な
り
、組
合
長
を
退
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。退
任
し
ま
す
4
人
の
常
勤
役
員
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
と
、組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、役
職
員
関
係
各
位
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
も
と
重
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。改
め
て
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、私
が
組
合
長
と
し
て
在
任
し
た
9
年
間
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
、マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
る
金
融
環

境
の
悪
化
、米
政
策
の
見
直
し
、農
協
改
革
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、円
安
の
進
行
、

生
産
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、経
済
、農
業
面
だ
け
で
な
く
様
々
な
困
難
に
直
面
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、Ｊ
Ａ
に
し
み
の
で
は
、3
年
に
一
度
策
定
す
る
中
期
経
営
計
画
で「
農
業
者
の

所
得
増
大
の
実
現
」「
地
域
の
活
性
化
」「
経
営
基
盤
の
確
立
」の
３
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、地
域
に

と
っ
て「
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
」と
な
る
た
め
、役
職
員
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

今
年
度
は
第
9
次
中
期
経
営
計
画
の
仕
上
げ
の
年
度
と
な
り
ま
す
。前
述
し
た
困
難
が
未
だ

続
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
、Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
は
厳
し
い
環
境
が
続
き
ま
す
が
、洗
練
さ
れ
た
職
員
と
、

何
よ
り
強
固
な
組
合
員
組
織
を
も
っ
て
す
れ
ば
、こ
の
計
画
を
完
遂
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

退
任
後
、私
は
非
常
勤
理
事
と
い
う
立
場
と
な
り
ま
す
が
、引
き
続
き
Ｊ
Ａ
を
支
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。組
合
員
の
皆
さ
ま
も
今
ま
で
同
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
に
し
み
の
の
経
営
理
念
で
あ
る「
未
来
を
見
つ
め

西
美
濃
の
大
地
に

根
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
豊
か
な
恵
み
と
う
る
お
い
を
与
え
る
Ｊ
Ａ
」を
揺
る
ぎ
な
い
軸
と
し

て
、地
域
で
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、そ
し
て
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
、役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
第

25
回
通
常
総
代
会
を
も
ち
ま
し
て
役
員

を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご

厚
情
の
賜
も
の
と
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

渡
邊
明
博
氏
は
令
和
6
年
3
月
に
ご
逝
去
さ

れ
理
事
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

第
25
回
通
常
総
代
会
を
も
ち
ま
し
て
、

4
人
の
常
勤
役
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。剰余金処分案

Ⅰ 当期未処分剰余金
1,105,278,765円

Ⅱ 剰余金処分額
　　１ 任意積立金

484,146,276円
　　　（うち経営安定積立金

300,000,000円）
　　　（うち施設整備積立金

184,146,276円）
　　２ 出資配当金（1.5％）

64,942,562円
Ⅲ 次期繰越剰余金 556,189,927円

（注）表示している数値は、単位未満を切り捨てて
　　いますので合計が内訳数値の合計と一致し
　　ない場合があります。
　　科目の内訳は、主要科目を抜粋しています。

貸借対照表（令和6年3月31日現在） （単位：千円）

資産の部
科 目

資産の部合計

負債の部合計

純資産の部合計
負債及び純資産の部合計640,124,645

金 額 科 目 金 額
負債及び純資産の部

信用事業資産
共済事業資産
経済事業資産
雑資産
固定資産
外部出資
繰延税金資産

597,886,714
2,480

2,758,892
846,741
9,176,802
29,138,921
314,092

信用事業負債
共済事業負債
経済事業負債
雑負債
諸引当金

組合員資本
評価・換算差額等

598,400,580
1,188,174
882,111
998,147
1,101,883

602,570,897
38,632,602

△  1,078,855
37,553,747
640,124,645

損益計算書（令和5年4月1日～令和6年3月31日） （単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

 事業総利益

  信用事業総利益

  共済事業総利益

  購買事業総利益

  販売事業総利益

  利用事業総利益

  その他事業総利益

  指導事業収支差額

6,751,680

3,725,412

1,404,494

347,555

358,158

957,843

54,382

△ 96,167

 事業管理費

事業利益

経常利益

税引前当期利益

当期剰余金

当期未処分剰余金

6,348,770

402,909

780,954

540,097

384,496

1,105,278

前 代表理事組合長

小林　　徹
前 常務理事（営農経済担当）

加賀　清孝
前 常務理事（金融担当）

和田　　雅
前 代表・常勤監事

中谷　　学

理
事

中
村

辰
夫

理
事

宮
野

勝

理
事

山
田

修
子

理
事

三
摩

隆
英

理
事

川
瀨

豊

理
事

廣
瀬

悅
治

理
事

西
脇

武
敏

理
事

安
藤

永
子

理
事

春
日
井

忠

理
事

辻
元

政
博

理
事

丹
羽

正
章

理
事

桑
原

宏
行

理
事

小
宮
山
春
雄

理
事

牧
野

友
彦

理
事

北
村

毅

監
事

安
立

敏
行

監
事

中
島

輝
芳

監
事

中
津

正
三

前
代
表
理
事
組
合
長

小
林

徹

　出向く専任担当者「ＴＡＣ」を中心に実需者ニーズに沿った多収性品種の作付提案や
低コスト生産技術・生産資材の提案、関係部署と連携した総合事業提案等を行いまし
た。また、農業者の労働生産性向上のため、スマート農業の普及拡大を進め、撮影用ド
ローンを活用した「リモートセンシング」を実施し、施肥改善によりコスト削減と収量の
向上に取り組みました。なお、肥料価格高騰にかかる国の助成事業について当ＪＡで取
りまとめて申請を行いました。

営農関連事業

　円安などの影響により肥料、農薬の原料価格が高値で推移する中、年２回の銘柄集
約肥料のとりまとめを行い農業者の生産資材コスト削減に取り組みました。購買事業

　農業者の資金面に対する支援としてＴＡＣ等と連携し担い手農家や営農組合、農業
法人等へ農業融資の提案を行いました。また、ネットマイカーローンや年金口座獲得
への取り組みを強化し、地域に根ざした金融機関として、地域農業や暮らしを支援し、
利便性・満足度の向上を図りました。

信用事業

　３Ｑ訪問、加入内容説明・保障点検を行い、子育て世代との繋がりづくりの強化、ニー
ズや地域特性に応じた適切な保障・サービスにより安心・満足の提供に努めました。共済事業

令和5年度事業報告

67 666777 じゃん ! 2024.8じゃん ! 2024.8

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
度
、第
25
回
通
常
総
代
会
を
も
ち
ま
し
て
、任
期
満
了
と
な
り
、組
合
長
を
退
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。退
任
し
ま
す
4
人
の
常
勤
役
員
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
と
、組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、役
職
員
関
係
各
位
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
も
と
重
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。改
め
て
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、私
が
組
合
長
と
し
て
在
任
し
た
9
年
間
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
、マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
る
金
融
環

境
の
悪
化
、米
政
策
の
見
直
し
、農
協
改
革
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、円
安
の
進
行
、

生
産
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、経
済
、農
業
面
だ
け
で
な
く
様
々
な
困
難
に
直
面
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、Ｊ
Ａ
に
し
み
の
で
は
、3
年
に
一
度
策
定
す
る
中
期
経
営
計
画
で「
農
業
者
の

所
得
増
大
の
実
現
」「
地
域
の
活
性
化
」「
経
営
基
盤
の
確
立
」の
３
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、地
域
に

と
っ
て「
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
」と
な
る
た
め
、役
職
員
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

今
年
度
は
第
9
次
中
期
経
営
計
画
の
仕
上
げ
の
年
度
と
な
り
ま
す
。前
述
し
た
困
難
が
未
だ

続
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
、Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
は
厳
し
い
環
境
が
続
き
ま
す
が
、洗
練
さ
れ
た
職
員
と
、

何
よ
り
強
固
な
組
合
員
組
織
を
も
っ
て
す
れ
ば
、こ
の
計
画
を
完
遂
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

退
任
後
、私
は
非
常
勤
理
事
と
い
う
立
場
と
な
り
ま
す
が
、引
き
続
き
Ｊ
Ａ
を
支
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。組
合
員
の
皆
さ
ま
も
今
ま
で
同
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
に
し
み
の
の
経
営
理
念
で
あ
る「
未
来
を
見
つ
め

西
美
濃
の
大
地
に

根
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
豊
か
な
恵
み
と
う
る
お
い
を
与
え
る
Ｊ
Ａ
」を
揺
る
ぎ
な
い
軸
と
し

て
、地
域
で
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、そ
し
て
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
、役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
第

25
回
通
常
総
代
会
を
も
ち
ま
し
て
役
員

を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご

厚
情
の
賜
も
の
と
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

渡
邊
明
博
氏
は
令
和
6
年
3
月
に
ご
逝
去
さ

れ
理
事
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

第
25
回
通
常
総
代
会
を
も
ち
ま
し
て
、

4
人
の
常
勤
役
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。剰余金処分案

Ⅰ 当期未処分剰余金
1,105,278,765円

Ⅱ 剰余金処分額
　　１ 任意積立金

484,146,276円
　　　（うち経営安定積立金

300,000,000円）
　　　（うち施設整備積立金

184,146,276円）
　　２ 出資配当金（1.5％）

64,942,562円
Ⅲ 次期繰越剰余金 556,189,927円

（注）表示している数値は、単位未満を切り捨てて
　　いますので合計が内訳数値の合計と一致し
　　ない場合があります。
　　科目の内訳は、主要科目を抜粋しています。

貸借対照表（令和6年3月31日現在） （単位：千円）

資産の部
科 目

資産の部合計

負債の部合計

純資産の部合計
負債及び純資産の部合計640,124,645

金 額 科 目 金 額
負債及び純資産の部

信用事業資産
共済事業資産
経済事業資産
雑資産
固定資産
外部出資
繰延税金資産

597,886,714
2,480

2,758,892
846,741
9,176,802
29,138,921
314,092

信用事業負債
共済事業負債
経済事業負債
雑負債
諸引当金

組合員資本
評価・換算差額等

598,400,580
1,188,174
882,111
998,147
1,101,883

602,570,897
38,632,602

△  1,078,855
37,553,747
640,124,645

損益計算書（令和5年4月1日～令和6年3月31日） （単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

 事業総利益

  信用事業総利益

  共済事業総利益

  購買事業総利益

  販売事業総利益

  利用事業総利益

  その他事業総利益

  指導事業収支差額

6,751,680

3,725,412

1,404,494

347,555

358,158

957,843

54,382

△ 96,167

 事業管理費

事業利益

経常利益

税引前当期利益

当期剰余金

当期未処分剰余金

6,348,770

402,909

780,954

540,097

384,496

1,105,278

前 代表理事組合長

小林　　徹
前 常務理事（営農経済担当）

加賀　清孝
前 常務理事（金融担当）

和田　　雅
前 代表・常勤監事
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前
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事
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長
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　出向く専任担当者「ＴＡＣ」を中心に実需者ニーズに沿った多収性品種の作付提案や
低コスト生産技術・生産資材の提案、関係部署と連携した総合事業提案等を行いまし
た。また、農業者の労働生産性向上のため、スマート農業の普及拡大を進め、撮影用ド
ローンを活用した「リモートセンシング」を実施し、施肥改善によりコスト削減と収量の
向上に取り組みました。なお、肥料価格高騰にかかる国の助成事業について当ＪＡで取
りまとめて申請を行いました。

営農関連事業

　円安などの影響により肥料、農薬の原料価格が高値で推移する中、年２回の銘柄集
約肥料のとりまとめを行い農業者の生産資材コスト削減に取り組みました。購買事業

　農業者の資金面に対する支援としてＴＡＣ等と連携し担い手農家や営農組合、農業
法人等へ農業融資の提案を行いました。また、ネットマイカーローンや年金口座獲得
への取り組みを強化し、地域に根ざした金融機関として、地域農業や暮らしを支援し、
利便性・満足度の向上を図りました。

信用事業

　３Ｑ訪問、加入内容説明・保障点検を行い、子育て世代との繋がりづくりの強化、ニー
ズや地域特性に応じた適切な保障・サービスにより安心・満足の提供に努めました。共済事業
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ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）重点取り組み項目

ＪＡにしみのが行う主な事業を以下の３つの項目に整理し、関連する10の目標の達成に向けて取り組みます。

88888888じゃん ! 2024.8

第25回通常総代会

提出議案に
対する

主なご意見・回答 ! "

　農業後継者不足の状況において、後継者に対するＪＡの取り組みを教えてほ
しいです。!

"

１．食料・農業事業分野
　農業者の所得増大及び「ぎふ清流ＧＡＰ評価制度」や「みどりの
食料システム戦略」を踏まえ、環境と調和した持続可能な食料の
生産と農業の振興に取り組みます。

２．地域・くらし事業分野
　安心して暮らせる持続可能で豊かな地域社会づくりに貢献し
ていきます。

３．協同・組織運営分野
 　地域内外の多様な関係者・仲間との連携、参画につとめます。

令和6年度事業計画

主要事業量計画

I　農業者の所得増大の実現

　令和6年度は、第９次中期経営計画の最終年度として、下記の３つの基本方針の下、営農販売事業を中心に信用・共
済事業等を含めた総合事業経営を展開し、持続可能な地域農業や地域社会づくりに取り組み、農業者や利用者の営
農・生活を総合的に支えてまいります。

　将来の地域農業を見通し、担い手経営体への経営支援や次世代の担い手の育成支援を通じて計画的に地域農業を振
興するとともに、売れる農畜産物の生産・販売強化及びトータル生産コストの低減に取り組み、農業者の所得増大を実現し
ます。

II　「食」と「農」を通じた地域活性化への貢献
　地域の食と農をつなぐ地産地消を促進するとともに、食と農の仲間づくりのための組合員の拡大に取り組みます。また、
組合員の「わがＪＡ」意識の向上に段階的に取り組むことにより、「食」と「農」を通じた地域活性化へ貢献します。

III　自己改革を支える経営基盤強化
　組合員が将来にわたってＪＡの事業を幅広くかつ継続的に利用できるよう、総合事業再編戦略、経済事業の収支改善及
び中期要員計画に基づく要員管理に取り組みます。これらの取り組み内容を反映した中期経営計画を策定し、実践するこ
とにより、自己改革を支える経営基盤強化を図ります。

米 ……………… 30万5,000俵
麦 ……………… 11万5,000俵
大豆 ……………… 3万3,000俵
販売品取扱高 …86億1,000万円

▶販売事業

▶購買事業
購買品取扱高 …………… 61億円

▶共済事業
長期共済保有高 ………… 9,228億円

▶信用事業
貯金 …………… 6,030億円
預金 …………… 4,631億円
有価証券 ………… 587億円
貸出金 …………… 832億円

▶利用事業
米（荷受重量） …… 2万5,500㌧
麦（荷受重量） ………… 9,100㌧
大豆（出来高重量） …… 2,100㌧
水稲苗 ………… 48万1,000箱

基本方針

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）重点取り組み項目

ＪＡにしみのが行う主な事業を以下の３つの項目に整理し、関連する10の目標の達成に向けて取り組みます。
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第25回通常総代会

提出議案に
対する

主なご意見・回答

通常総代会議案説明会が6月6日から14日にかけて各区域で行われました。
総代の皆さまからは、貴重なご意見をいただきありがとうございました。
いただいた主なご意見と回答を紹介させていただきます。

! "&

　農業後継者不足の状況において、後継者に対するＪＡの取り組みを教えてほ
しいです。

　後継者不足の問題や担い手の育成は全国的な課題となっていますが、にしみ
の管内でも同様となっています。この課題を解決していくため、集落営農組織・
青果物部会や担い手の皆さまに10年後の農業経営についてアンケート等でご
意見を伺い調査・分析を行っています。地域農業の維持に向けて、皆さまとの話
し合いの場を設け、関係機関と連携して、将来的に農地の維持ができるよう支援
してまいります。

!

"

１．食料・農業事業分野
　農業者の所得増大及び「ぎふ清流ＧＡＰ評価制度」や「みどりの
食料システム戦略」を踏まえ、環境と調和した持続可能な食料の
生産と農業の振興に取り組みます。

２．地域・くらし事業分野
　安心して暮らせる持続可能で豊かな地域社会づくりに貢献し
ていきます。

３．協同・組織運営分野
 　地域内外の多様な関係者・仲間との連携、参画につとめます。

令和6年度事業計画

I　農業者の所得増大の実現

II　「食」と「農」を通じた地域活性化への貢献

III　自己改革を支える経営基盤強化

30万5,000俵
11万5,000俵
3万3,000俵

86億1,000万円

▶販売事業

▶購買事業
61億円

▶共済事業
9,228億円

▶信用事業
6,030億円
4,631億円
587億円
832億円

▶利用事業
2万5,500㌧
9,100㌧
2,100㌧

48万1,000箱

基本方針
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友
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績
が
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っ
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又
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・
支
部

総
代
（
３
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・
９
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以
上
在
任
）

一
般
功
労
者

　担い手が減っていく中、また、集落営農も高齢化し後継者不足で先細る中、
安定した農地の預け先として興農社に期待をしたい。人員等規模拡大していく
こと等を考えているのか教えてください。

　有限会社ＪＡにしみの興農社は、農地の条件にもよりますが、担い手がいない
地域の農地を受託し、耕作を行っております。また、大豆の収穫作業など、担い
手の部分作業も受託するなど、地域に寄り添って、担い手支援を行いながら営
農活動を行ってまいりました。
　一方、ご意見のとおり個人の担い手や営農法人も高齢化により後継者不足が
顕著になっています。そのため、地域の個人の担い手や営農法人の皆さまと話
し合いを進めた上で、まずは広域での個人の担い手や営農法人の再編を行い、
担い手確保を優先し支援してまいります。担い手がいない地域の農地について
は興農社が受託及び、作業受託など支援を行ってまいります。
　なお、規模拡大については、地域での話し合いが整った折には、人員等体制を
検討してまいります。

!

"

　農林中金の今回の事態内容について教えてください。また、これからのJA
にしみのの対応について教えてください。

　複数の報道がされており、農林中金から個別の記事の真偽について都度、説
明は受けていませんが、農林中金は5月22日の決算開示・記者会見において
「令和6年度は、5,000億円を超える規模の赤字を計上する可能性がある（※
新聞報道では赤字転落の見通しであるとの記載）」と発表したと聞いていま
す。合わせて、当該赤字については、「令和7年度以降の黒字回復に繋げるた
め、運用内容の改善を進める中で、戦略的に赤字を計上するもの」であると聞
いています。
　また、農林中金とＪＡ岐阜県信連との間で、資本増強（資本再構築）について
協議していると聞いていますが、現状、当組合とＪＡ岐阜県信連および農林中金
との間で資本増強にかかる話は出ておりません。今後、資本増強の話が出てき
た折には、県下ＪＡの動向等を踏まえ協議していきたいと考えております。

!

"

※受賞者のご要望により、氏名の公表を辞退された方がみえます。※受賞者のご要望により、氏名の公表を辞退された方がみえます。1111111111111111111111 じゃん ! 2024.8じゃん !じゃん !じゃん !じゃん !じゃん !じゃん !じゃん !じゃん ! 20202020202424242424.8.8.8.8.8.8.8.8.8.8.8.8.8.8
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一
般
功
労
者

令和
5年度

　担い手が減っていく中、また、集落営農も高齢化し後継者不足で先細る中、
安定した農地の預け先として興農社に期待をしたい。人員等規模拡大していく
こと等を考えているのか教えてください。

!

"

　農林中金の今回の事態内容について教えてください。また、これからのJA
にしみのの対応について教えてください。!

"
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等
、
長
年
の
食
農
教
育
活
動
へ

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
農
林
水
産
省
主
催
の
「
第
８

回
食
育
活
動
表
彰
」
農
林
漁
業
者
等
の
部
に
お
い
て
、
消

費
・
安
全
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

総
代
（
３
期
・
９
年
以
上
在
任
）

小
林

節
夫
（
中
川
）

稲
川

正
敏
（
中
川
）

大
石

守
（
中
川
）

清
水

俊
道
（
中
川
）

早
水

正
男
（
中
川
）

山
口

数
博
（
中
部
）

桐
山

正
男
（
三
城
）

田
邉

文
代
（
三
城
）

田
渡

英
男
（
三
城
）

春
日
井
和
弘
（
洲
本
）

小
林

孝
弘
（
川
並
）

澤
田

文
男
（
大
垣
西
）

林

昌
弘
（
大
垣
西
）

米
山

弘
光
（
大
垣
西
）

河
合

初
夫
（
赤
坂
）

松
尾

久
夫
（
赤
坂
）

増
田

清
見
（
赤
坂
）

山
田

修
子
（
青
墓
）

吉
田

幹
夫
（
青
墓
）

長
澤

一
義
（
青
墓
）

水
上

一
則
（
青
墓
）

河
合

稔
（
南
杭
瀬
）

志
知

裕
師
（
南
杭
瀬
）

野
村

眞
幸
（
神
戸
）

大
場

一
彦
（
神
戸
）

髙
﨑

学
（
神
戸
）

髙
橋

勉
（
神
戸
）

山
川

定
廣
（
下
宮
）

石
﨑

貞
治
（
下
宮
）

森

利
夫
（
名
森
）

金
森

義
道
（
名
森
）

伊
藤

和
芳
（
名
森
）

堀

勝
彦
（
名
森
）

吉
田

富
夫
（
輪
之
内
）

西
松

敏
夫
（
輪
之
内
）

辻
村

金
衛
（
輪
之
内
）

伊
藤

恵
二
（
海
津
中
）

若
山

純
利
（
海
津
中
）

菱
田

秀
明
（
海
津
中
）

伊
藤

俊
一
（
海
津
中
）

中
島

嘉
教
（
海
津
中
）

岡
田

德
恭
（
南
濃
）

高
木

正
盛
（
南
濃
）

鈴
木
日
出
夫
（
石
津
）

伊
藤

善
朗
（
石
津
）

松
永

幹
生
（
石
津
）

藤
田

純
治
（
養
老
中
）

髙
木

勇
（
養
老
中
）

畑
川

正
男
（
養
老
中
）

川
瀬

眞
作
（
養
老
北
）

長
澤

博
（
養
老
北
）

川
地

治
（
養
老
北
）

古
田

高
義
（
牧
田
）

田
中

義
美
（
牧
田
）

三
輪

正
利
（
牧
田
）

森

勝
美
（
牧
田
）

三
輪

芳
輝
（
牧
田
）

大
嶽

喜
久
（
牧
田
）

栗
田

進
（
牧
田
）

三
輪

秀
雄
（
牧
田
）

川
添

明
（
牧
田
）

馬
場

昇
（
牧
田
）

川
添

峯
輝
（
牧
田
）

林

敏
彦
（
養
老
南
）

細
川

清
美
（
養
老
南
）

大
倉

春
夫
（
養
老
南
）

木
村

英
一
（
養
老
南
）

水
谷

英
重
（
養
老
南
）

高
木

征
雄
（
養
老
南
）

田
中

武
（
養
老
南
）

服
部

克
己
（
垂
井
）

竹
嶋

正
己
（
垂
井
）

冨
田

保
（
垂
井
）

田
邉

敏
之
（
垂
井
）

木
村

秀
雄
（
垂
井
）

不
破

隆
生
（
垂
井
）

丹
羽

文
雄
（
垂
井
）

多
和
田

正
（
垂
井
）

多
和
田
一
郎
（
垂
井
）

栗
田

幹
男
（
垂
井
）

藤
井

一
久
（
垂
井
）

戸
倉

泰
子
（
垂
井
）

淺
野

昭
（
垂
井
）

辻
河

武
彦
（
垂
井
）

衣
斐

正
道
（
垂
井
）

佐
部
利
貞
義
（
垂
井
）

松
岡

繁
樹
（
垂
井
）

所

雄
一
（
垂
井
）

北
村

照
子
（
垂
井
）

山
口

道
男
（
垂
井
）

田
中
き
み
子
（
垂
井
）

髙
木

俊
秋
（
関
ケ
原
）

河
合

久
雄
（
関
ケ
原
）

西
村

道
雄
（
関
ケ
原
）

山
口

純
史
（
関
ケ
原
）

森
田

一
之
（
関
ケ
原
）

農
事
改
良
組
合
長
（
５
年
以
上
在
任
）

山
田

新
一
（
中
部
）

桐
山

正
男
（
三
城
）

田
辺

義
治
（
三
城
）

臼
井

幸
男
（
洲
本
）

佐
竹

寛
次
（
安
井
）

棚
橋
美
喜
夫
（
宇
留
生
）

棚
橋

恒
夫
（
宇
留
生
）

小
堀

昇
（
大
垣
西
）

清
水

峰
幸
（
大
垣
西
）

吉
川

美
芳
（
大
垣
西
）

川
本

博
明
（
神
戸
）

久
野

勉
（
神
戸
）

神
田

春
夫
（
海
津
中
）

服
部

嘉
範
（
海
津
中
）

金
森

隆
行
（
海
津
中
）

後
藤

直
樹
（
海
津
中
）

後
藤

節
男
（
海
津
中
）

水
谷

喜
輝
（
海
津
中
）

髙
木

茂
樹
（
海
津
中
）

栗
田

周
治
（
南
濃
）

曽
根

理
仁
（
石
津
）

林

敏
典
（
石
津
）

澁
谷

雅
之
（
養
老
中
）

田
中

廣
美
（
養
老
中
）

藤
井

忠
敬
（
養
老
北
）

中
川

博
勝
（
養
老
北
）

佐
竹

和
広
（
養
老
北
）

寺
下

治
男
（
牧
田
）

古
山

哲
也
（
牧
田
）

山
口

正
則
（
牧
田
）

三
輪

忠
男
（
牧
田
）

三
輪

敏
信
（
牧
田
）

馬
場

栄
嗣
（
牧
田
）

西
脇

宏
之
（
養
老
南
）

小
野

和
孝
（
養
老
南
）

大
平

豊
（
養
老
南
）

西
脇

逸
雄
（
養
老
南
）

野
村

廣
光
（
養
老
南
）

乾

修
（
垂
井
）

西
川

勝
浩
（
垂
井
）

岩
田

敏
男
（
垂
井
）

小
竹

徹
也
（
垂
井
）

岡
本
平
治
郎
（
垂
井
）

白
井

勝
（
垂
井
）

藤
田

進
（
関
ケ
原
）

髙
木

俊
秋
（
関
ケ
原
）

澤
頭

益
夫
（
関
ケ
原
）

営
農
組
合
・
生
産
者
組
織
の
長
（
５
年
以
上
在
任
）

傍
島

正
信

Ｆ
Ｍ
生
産
者
友
の
会
（
大
垣
西
）

安
田

仁

農
事
組
合
法
人

青
墓
営
農
（
青
墓
）

上
田

彰

矢
道
営
農
組
合
（
青
墓
）

若
園

三
男

農
事
組
合
法
人

新
屋
敷
営
農
（
下
宮
）

北
村

毅

有
限
会
社

健
康
や
さ
い
村
（
下
宮
）

戸
川

一
美

株
式
会
社
ア
グ
リ
・
F
・
神
戸
（
下
宮
）

種
田

孝
男

牧
枝
豆
部
会
（
名
森
）

白
木

良
雄

杁
ノ
戸
集
落
営
農
組
合
（
名
森
）

森
島

史
朗

下
大
上
営
農
組
合
（
輪
之
内
）

大
倉

正
義

農
事
組
合
法
人

平
原
営
農
（
海
津
中
）

加
藤

博
文

農
事
組
合
法
人

金
廻
営
農
（
海
津
中
）

加
藤

雅
基

海
津
苺
部
会
（
海
津
中
）

飯
田
多
加
弘

南
濃
み
か
ん
部
会
（
石
津
）

渡
邊

浩
信

農
事
組
合
法
人

垂
井
東
（
垂
井
）

西
脇

敏
朗
農
事
組
合
法
人

関
ケ
原
東
部
営
農
組
合
（
関
ケ
原
）

女
性
組
織
の
部
長
・
支
部
長

（
５
年
以
上
在
任
）

岡
部

晃
子
（
海
津
中
）

服
部
ま
ゆ
み
（
牧
田
）

年
金
友
の
会
の
会
長
・
支
部
長
（
５
年
以
上
在
任
）

藤
田

浅
美
（
大
垣
西
）

清
水

隆
則
（
神
戸
）

日
江
井
克
己
（
海
津
中
）

佐
藤

清
（
海
津
中
）

森

政
實
（
海
津
中
）

子
林

英
一
（
牧
田
）

田
中

敏
道
（
垂
井
）

松
本

武
志
（
垂
井
）

組
合
の
発
展
・
地
域
農
業
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
者
又
は
団
体
・
支
部

松
浪

久
子
（
中
川
）

〔
梨
の
生
産
者
と
し
て
40
年
以
上
部
会
に
貢
献
し
た
こ
と

を
評
価
さ
れ
、
岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
設
立
60
周
年
大

会
に
お
い
て
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

林

一
郎
（
中
川
）

〔
長
き
に
わ
た
り
花
卉
園
芸
振
興
に
尽
力
。
大
垣
市
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
市
よ
り
功
労
賞
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
〕

農
事
組
合
法
人

大
垣
南
（
多
芸
島
）

〔
令
和
6
年
3
月
に
種
子
更
新
の
推
進
へ
の
取
組
み
が
評

価
さ
れ
、
米
麦
改
良
協
会
よ
り
長
年
の
功
績
に
対
し
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
〕

伊
藤
恵
美
子
（
神
戸
）

〔
第
65
回
全
国
家
の
光
大
会
の
都
道
府
県
代
表
体
験
発
表

大
会
に
岐
阜
県
代
表
と
し
て
出
場
。
「
つ
な
が
る
輪
！
な

か
ま
の
和
！
」
と
題
し
、
家
の
光
の
記
事
を
活
用
し
た

様
々
な
女
性
部
活
動
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り
の
輪
が
広

が
っ
た
こ
と
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
〕

北
村

安
幸
（
下
宮
）

〔
下
宮
青
果
部
会
協
議
会
の
会
長
を
務
め
、
産
地
の
Ｐ
Ｒ

や
栽
培
指
導
の
貢
献
は
多
大
で
あ
り
、
岐
阜
県
園
芸
特
産

振
興
会
設
立
60
周
年
大
会
に
お
い
て
特
別
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

近
藤

和
吉
（
海
津
中
）

〔
長
年
に
わ
た
り
海
津
ト
マ
ト
部
会
の
部
会
長
を
務
め
、

部
会
の
運
営
並
び
に
活
動
強
化
に
お
い
て
功
績
が
顕
著
で

あ
り
、
岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
設
立
60
周
年
大
会
に
お

い
て
特
別
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

牧
野

友
彦
（
海
津
中
）

〔
長
年
に
わ
た
り
海
津
ト
マ
ト
部
会
の
部
会
長
を
務
め
、

部
会
の
運
営
並
び
に
活
動
強
化
に
お
い
て
功
績
が
顕
著
で

あ
り
、
岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
設
立
60
周
年
大
会
に
お

い
て
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

伊
藤

宗
人
（
海
津
中
）

〔
長
年
に
わ
た
り
海
津
茄
子
部
会
の
部
会
長
を
務
め
、
部

会
の
運
営
並
び
に
活
動
強
化
に
お
い
て
功
績
が
顕
著
で
あ

り
、
岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
設
立
60
周
年
大
会
に
お
い

て
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

瀬
古

和
博
（
海
津
中
）

〔
長
年
に
わ
た
り
海
津
胡
瓜
部
会
の
部
会
長
を
務
め
、
部

会
の
運
営
並
び
に
活
動
強
化
に
お
い
て
功
績
が
顕
著
で
あ

り
、
岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
設
立
60
周
年
大
会
に
お
い

て
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

有
限
会
社

立
野
フ
ァ
ー
ム
（
海
津
中
）

〔
長
年
に
わ
た
り
採
種
事
業
に
取
り
組
み
、
麦
大
豆
の
改

良
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
ら
れ
、
岐
阜
県
米

麦
改
良
協
会
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
〕

有
限
会
社

福
江
営
農
（
海
津
中
）

〔
長
年
に
わ
た
り
採
種
事
業
に
取
り
組
み
、
麦
大
豆
の
改

良
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
ら
れ
、
岐
阜
県
米

麦
改
良
協
会
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
〕

近
藤

弘
成
（
海
津
北
）

〔
長
年
に
わ
た
り
海
津
ト
マ
ト
部
会
の
本
部
役
員
を
務

め
、
部
会
の
運
営
並
び
に
活
動
強
化
に
お
い
て
功
績
が
顕

著
で
あ
り
、
岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
設
立
60
周
年
大
会

に
お
い
て
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

伊
藤

義
郎
（
海
津
北
）

〔
生
産
技
術
・
知
識
に
優
れ
、
安
定
し
た
出
荷
・
高
品
質

を
確
保
し
、
健
全
な
経
営
で
模
範
と
な
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
設
立
60
周
年
大
会
に
お
い

て
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

高
田
グ
リ
ー
ン
株
式
会
社
（
海
津
北
）

〔
水
稲
な
ど
の
管
理
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
、
岐
阜
県
麦
作
共
励
会
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
と
岐
阜

県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

職
員
永
年
勤
続
者
（
勤
続
20
年
）

古
川

勲

伊
東

慎
一

若
山

公
昭

坪
井

雅
義

中
嶋

沙
織

岡
田
優
梨
子

柏

健
悟

河
合
み
ゆ
き

※
敬
称
略
、
（

）
は
支
店
名
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総
代
（
6
期
・
18
年
以
上
在
任
）

小
倉

利
治
（
中
川
）

宮
脇

孝
一
（
三
城
）

安
田

仁
（
青
墓
）

安
田

芳
廣
（
青
墓
）

清
水

勝
行
（
神
戸
）

傍
島

一
（
下
宮
）

松
岡

明
彦
（
海
津
中
）

堀
田

武
司
（
南
濃
）

大
川

武
司
（
石
津
）

日
比

武
（
養
老
中
）

田
中

清
（
養
老
北
）

伊
藤

務
（
牧
田
）

大
橋

義
照
（
養
老
南
）

立
川

猛
（
垂
井
）

髙
木

芳
彦
（
垂
井
）

多
賀

進
（
垂
井
）

栗
田

勝
藏
（
垂
井
）

栁
瀬

重
一
（
垂
井
）

谷
川

進
一
（
関
ケ
原
）

小
畑

喬
（
関
ケ
原
）

中
村

忠
義
（
関
ケ
原
）

農
事
改
良
組
合
長
（
10
年
以
上
在
任
）

栗
田

幸
和
（
三
城
）

山
田

武
俊
（
大
垣
西
）

野
村

眞
幸
（
神
戸
）

下
野

一
郎
（
名
森
）

渡
邊

豊
（
海
津
中
）

伊
藤

信
弘
（
海
津
中
）

髙
木

勇
（
養
老
中
）

大
矢

敏
文
（
養
老
北
）

三
輪

逸
夫
（
牧
田
）

川
添

松
雄
（
牧
田
）

伊
藤

秋
廣
（
養
老
南
）

太
田

正
光
（
垂
井
）

営
農
組
合
・
生
産
者
組
織
の
長
（
10
年
以
上
在
任
）

安
田

芳
美

Ｆ
Ｍ
生
産
者
友
の
会
（
浅
草
）

佐
久
間
幸
子

Ｆ
Ｍ
生
産
者
友
の
会
（
宇
留
生
）

大
谷

守
弘

Ｆ
Ｍ
生
産
者
友
の
会
（
大
垣
西
）

牧
野

敏
秋

農
事
組
合
法
人

柿
内
営
農
（
輪
之
内
）

棚
橋

信
治

海
津
ナ
バ
ナ
部
会
（
輪
之
内
）

加
賀

貞
子

海
津
春
菊
部
会
（
海
津
中
）

水
谷

義
則

池
辺
青
果
物
組
合
（
養
老
南
）

女
性
組
織
の
部
長
・
支
部
長
（
10
年
以
上
在
任
）

内
藤
美
智
代
（
大
垣
西
）

髙
木
貴
美
子
（
垂
井
）

年
金
友
の
会
の
会
長
・
支
部
長
（
10
年
以
上
在
任
）

北
村

忠
男
（
中
部
）

江
口

寛
（
牧
田
）

藤
塚

久
勝
（
垂
井
）

組
合
の
発
展
・
地
域
農
業
の
振
興
に
特
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
者
又
は
団
体
・
支
部

農
事
組
合
法
人

祖
父
江
営
農
（
養
老
北
）

〔
令
和
４
年
度
、
農
林
水
産
省
及
び
一
般
社
団
法
人
日
本
飼

料
米
振
興
協
会
が
実
施
す
る
「
飼
料
用
米
多
収
日
本
一
」
に

お
い
て
、
日
本
農
業
新
聞
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

Ｊ
Ａ
に
し
み
の
女
性
部

ふ
る
さ
と
隊

〔
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
等
、
長
年
の
食
農
教
育
活
動
へ

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
農
林
水
産
省
主
催
の
「
第
８

回
食
育
活
動
表
彰
」
農
林
漁
業
者
等
の
部
に
お
い
て
、
消

費
・
安
全
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

総
代
（
３
期
・
９
年
以
上
在
任
）

小
林

節
夫
（
中
川
）

稲
川

正
敏
（
中
川
）

大
石

守
（
中
川
）

清
水

俊
道
（
中
川
）

早
水

正
男
（
中
川
）

山
口

数
博
（
中
部
）

桐
山

正
男
（
三
城
）

田
邉

文
代
（
三
城
）

田
渡

英
男
（
三
城
）

春
日
井
和
弘
（
洲
本
）

小
林

孝
弘
（
川
並
）

澤
田

文
男
（
大
垣
西
）

林

昌
弘
（
大
垣
西
）

米
山

弘
光
（
大
垣
西
）

河
合

初
夫
（
赤
坂
）

松
尾

久
夫
（
赤
坂
）

増
田

清
見
（
赤
坂
）

山
田

修
子
（
青
墓
）

吉
田

幹
夫
（
青
墓
）

長
澤

一
義
（
青
墓
）

水
上

一
則
（
青
墓
）

河
合

稔
（
南
杭
瀬
）

志
知

裕
師
（
南
杭
瀬
）

野
村

眞
幸
（
神
戸
）

大
場

一
彦
（
神
戸
）

髙
﨑

学
（
神
戸
）

髙
橋

勉
（
神
戸
）

山
川

定
廣
（
下
宮
）

石
﨑

貞
治
（
下
宮
）

森

利
夫
（
名
森
）

金
森

義
道
（
名
森
）

伊
藤

和
芳
（
名
森
）

堀

勝
彦
（
名
森
）

吉
田

富
夫
（
輪
之
内
）

西
松

敏
夫
（
輪
之
内
）

辻
村

金
衛
（
輪
之
内
）

伊
藤

恵
二
（
海
津
中
）

若
山

純
利
（
海
津
中
）

菱
田

秀
明
（
海
津
中
）

伊
藤

俊
一
（
海
津
中
）

中
島

嘉
教
（
海
津
中
）

岡
田

德
恭
（
南
濃
）

高
木

正
盛
（
南
濃
）

鈴
木
日
出
夫
（
石
津
）

伊
藤

善
朗
（
石
津
）

松
永

幹
生
（
石
津
）

藤
田

純
治
（
養
老
中
）

髙
木

勇
（
養
老
中
）

畑
川

正
男
（
養
老
中
）

川
瀬

眞
作
（
養
老
北
）

長
澤

博
（
養
老
北
）

川
地

治
（
養
老
北
）

古
田

高
義
（
牧
田
）

田
中

義
美
（
牧
田
）

三
輪

正
利
（
牧
田
）

森

勝
美
（
牧
田
）

三
輪

芳
輝
（
牧
田
）

大
嶽

喜
久
（
牧
田
）

栗
田

進
（
牧
田
）

三
輪

秀
雄
（
牧
田
）

川
添

明
（
牧
田
）

馬
場

昇
（
牧
田
）

川
添

峯
輝
（
牧
田
）

林

敏
彦
（
養
老
南
）

細
川

清
美
（
養
老
南
）

大
倉

春
夫
（
養
老
南
）

木
村

英
一
（
養
老
南
）

水
谷

英
重
（
養
老
南
）

高
木

征
雄
（
養
老
南
）

田
中

武
（
養
老
南
）

服
部

克
己
（
垂
井
）

竹
嶋

正
己
（
垂
井
）

冨
田

保
（
垂
井
）

田
邉

敏
之
（
垂
井
）

木
村

秀
雄
（
垂
井
）

不
破

隆
生
（
垂
井
）

丹
羽

文
雄
（
垂
井
）

多
和
田

正
（
垂
井
）

多
和
田
一
郎
（
垂
井
）

栗
田

幹
男
（
垂
井
）

藤
井

一
久
（
垂
井
）

戸
倉

泰
子
（
垂
井
）

淺
野

昭
（
垂
井
）

辻
河

武
彦
（
垂
井
）

衣
斐

正
道
（
垂
井
）

佐
部
利
貞
義
（
垂
井
）

松
岡

繁
樹
（
垂
井
）

所

雄
一
（
垂
井
）

北
村

照
子
（
垂
井
）

山
口

道
男
（
垂
井
）

田
中
き
み
子
（
垂
井
）

髙
木

俊
秋
（
関
ケ
原
）

河
合

久
雄
（
関
ケ
原
）

西
村

道
雄
（
関
ケ
原
）

山
口

純
史
（
関
ケ
原
）

森
田

一
之
（
関
ケ
原
）

農
事
改
良
組
合
長
（
５
年
以
上
在
任
）

山
田

新
一
（
中
部
）

桐
山

正
男
（
三
城
）

田
辺

義
治
（
三
城
）

臼
井

幸
男
（
洲
本
）

佐
竹

寛
次
（
安
井
）

棚
橋
美
喜
夫
（
宇
留
生
）

棚
橋

恒
夫
（
宇
留
生
）

小
堀

昇
（
大
垣
西
）

清
水

峰
幸
（
大
垣
西
）

吉
川

美
芳
（
大
垣
西
）

川
本

博
明
（
神
戸
）

久
野

勉
（
神
戸
）

神
田

春
夫
（
海
津
中
）

服
部

嘉
範
（
海
津
中
）

金
森

隆
行
（
海
津
中
）

後
藤

直
樹
（
海
津
中
）

後
藤

節
男
（
海
津
中
）

水
谷

喜
輝
（
海
津
中
）

髙
木

茂
樹
（
海
津
中
）

栗
田

周
治
（
南
濃
）

曽
根

理
仁
（
石
津
）

林

敏
典
（
石
津
）

澁
谷

雅
之
（
養
老
中
）

田
中

廣
美
（
養
老
中
）

藤
井

忠
敬
（
養
老
北
）

中
川

博
勝
（
養
老
北
）

佐
竹

和
広
（
養
老
北
）

寺
下

治
男
（
牧
田
）

古
山

哲
也
（
牧
田
）

山
口

正
則
（
牧
田
）

三
輪

忠
男
（
牧
田
）

三
輪

敏
信
（
牧
田
）

馬
場

栄
嗣
（
牧
田
）

西
脇

宏
之
（
養
老
南
）

小
野

和
孝
（
養
老
南
）

大
平

豊
（
養
老
南
）

西
脇

逸
雄
（
養
老
南
）

野
村

廣
光
（
養
老
南
）

乾

修
（
垂
井
）

西
川

勝
浩
（
垂
井
）

岩
田

敏
男
（
垂
井
）

小
竹

徹
也
（
垂
井
）

岡
本
平
治
郎
（
垂
井
）

白
井

勝
（
垂
井
）

藤
田

進
（
関
ケ
原
）

髙
木

俊
秋
（
関
ケ
原
）

澤
頭

益
夫
（
関
ケ
原
）

営
農
組
合
・
生
産
者
組
織
の
長
（
５
年
以
上
在
任
）

傍
島

正
信

Ｆ
Ｍ
生
産
者
友
の
会
（
大
垣
西
）

安
田

仁

農
事
組
合
法
人

青
墓
営
農
（
青
墓
）

上
田

彰

矢
道
営
農
組
合
（
青
墓
）

若
園

三
男

農
事
組
合
法
人

新
屋
敷
営
農
（
下
宮
）

北
村

毅

有
限
会
社

健
康
や
さ
い
村
（
下
宮
）

戸
川

一
美

株
式
会
社
ア
グ
リ
・
F
・
神
戸
（
下
宮
）

種
田

孝
男

牧
枝
豆
部
会
（
名
森
）

白
木

良
雄

杁
ノ
戸
集
落
営
農
組
合
（
名
森
）

森
島

史
朗

下
大
上
営
農
組
合
（
輪
之
内
）

大
倉

正
義

農
事
組
合
法
人

平
原
営
農
（
海
津
中
）

加
藤

博
文

農
事
組
合
法
人

金
廻
営
農
（
海
津
中
）

加
藤

雅
基

海
津
苺
部
会
（
海
津
中
）

飯
田
多
加
弘

南
濃
み
か
ん
部
会
（
石
津
）

渡
邊

浩
信

農
事
組
合
法
人

垂
井
東
（
垂
井
）

西
脇

敏
朗
農
事
組
合
法
人

関
ケ
原
東
部
営
農
組
合
（
関
ケ
原
）

女
性
組
織
の
部
長
・
支
部
長

（
５
年
以
上
在
任
）

岡
部

晃
子
（
海
津
中
）

服
部
ま
ゆ
み
（
牧
田
）

年
金
友
の
会
の
会
長
・
支
部
長
（
５
年
以
上
在
任
）

藤
田

浅
美
（
大
垣
西
）

清
水

隆
則
（
神
戸
）

日
江
井
克
己
（
海
津
中
）

佐
藤

清
（
海
津
中
）

森

政
實
（
海
津
中
）

子
林

英
一
（
牧
田
）

田
中

敏
道
（
垂
井
）

松
本

武
志
（
垂
井
）

組
合
の
発
展
・
地
域
農
業
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
者
又
は
団
体
・
支
部

松
浪

久
子
（
中
川
）

〔
梨
の
生
産
者
と
し
て
40
年
以
上
部
会
に
貢
献
し
た
こ
と

を
評
価
さ
れ
、
岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
設
立
60
周
年
大

会
に
お
い
て
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

林

一
郎
（
中
川
）

〔
長
き
に
わ
た
り
花
卉
園
芸
振
興
に
尽
力
。
大
垣
市
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
市
よ
り
功
労
賞
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
〕

農
事
組
合
法
人

大
垣
南
（
多
芸
島
）

〔
令
和
6
年
3
月
に
種
子
更
新
の
推
進
へ
の
取
組
み
が
評

価
さ
れ
、
米
麦
改
良
協
会
よ
り
長
年
の
功
績
に
対
し
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
〕

伊
藤
恵
美
子
（
神
戸
）

〔
第
65
回
全
国
家
の
光
大
会
の
都
道
府
県
代
表
体
験
発
表

大
会
に
岐
阜
県
代
表
と
し
て
出
場
。
「
つ
な
が
る
輪
！
な

か
ま
の
和
！
」
と
題
し
、
家
の
光
の
記
事
を
活
用
し
た

様
々
な
女
性
部
活
動
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り
の
輪
が
広

が
っ
た
こ
と
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
〕

北
村

安
幸
（
下
宮
）

〔
下
宮
青
果
部
会
協
議
会
の
会
長
を
務
め
、
産
地
の
Ｐ
Ｒ

や
栽
培
指
導
の
貢
献
は
多
大
で
あ
り
、
岐
阜
県
園
芸
特
産

振
興
会
設
立
60
周
年
大
会
に
お
い
て
特
別
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

近
藤

和
吉
（
海
津
中
）

〔
長
年
に
わ
た
り
海
津
ト
マ
ト
部
会
の
部
会
長
を
務
め
、

部
会
の
運
営
並
び
に
活
動
強
化
に
お
い
て
功
績
が
顕
著
で

あ
り
、
岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
設
立
60
周
年
大
会
に
お

い
て
特
別
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

牧
野

友
彦
（
海
津
中
）

〔
長
年
に
わ
た
り
海
津
ト
マ
ト
部
会
の
部
会
長
を
務
め
、

部
会
の
運
営
並
び
に
活
動
強
化
に
お
い
て
功
績
が
顕
著
で

あ
り
、
岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
設
立
60
周
年
大
会
に
お

い
て
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
〕

伊
藤

宗
人
（
海
津
中
）

〔
長
年
に
わ
た
り
海
津
茄
子
部
会
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　ＪＡにしみのと生活協同組合コープぎふは6月15日、大垣市古宮町の水田で田植え体験交流会を開きました。交流会には
コープ組合員親子と同ＪＡ新入職員のほか、環境負荷低減についてＪＡと共同研究を行う大垣養老高校の生徒など関係者
を含め約100人が参加しました。
　同交流会は、レンゲ特別栽培米ハツシモの田植え体験を通じて安全・安心な米作りへの理解促進や、コープ組合員など参
加者同士の交流、ＪＡ新入職員の食と農への意識向上を目的として毎年行われています。

　参加者はＪＡ職員から田植えの説明を受けた後、水田に入り一列に並んで苗
を植えていきました。その後、同コープ建物内に移動した参加者は、ＪＡ新入職
員が行うごはんの大切さを学ぶ紙芝居「ごはんぢゃわん～いっしょにごはん～」
を楽しみました。
　岐阜市から親子で参加した國島美羽さん、宙さん姉弟は「初めて田んぼに
入ったが、足が泥に埋まってびっくりした。昔の人は手で植えていたので大変
だったことがわかった。お米をもっと大切にしようと思った」と話しました。
　10月には、同じ水田で稲刈り体験交流会が予定されています。

タマネギを収穫する（農）サポートファーム吉里

　ＪＡにしみの管内で、5月下旬から6月下旬にかけて加工業務用タマネギの収
穫が行われました。同ＪＡ管内での加工業務用タマネギ栽培は13年目を迎え、
機械作業による省力化や契約栽培により安定収入が確保できるなどのメリット
から作付けが拡大し、営農組合を中心に約6㌶で栽培されています。　　
　産地の一つである海津市では、農事組合法人サポートファーム吉里が「収穫
機」を使用してタマネギの収穫を行いました。同法人では約2.2㌶で2品種の加
工業務用タマネギを栽培しており、今年は約130㌧の収量を見込んでいます。芳賀芳人代表理事は「今年産は病害虫の被
害も少なく順調な生育となり、玉も大きく品質・収量ともに期待できる。また、作業の機械化が定着したことで近年は作業時
間短縮とコスト削減が進んでいる。今年は昨年の2倍以上に作付け面積を増やしたが、状況を見ながら今後も拡大を検討し
ていきたい」と話しました。
　同ＪＡ管内では、今年は前年を20㌧上回る250㌧の加工業務用タマネギを、ＪＡ全農岐阜を通じて食品加工業者に出荷
する予定です。

表彰を受ける西松さん

「グリーンねぎ」を収穫する戸川部会長

人形やぬいぐるみ約3,850体を供養した人形供養祭

　県内最大の小ネギ産地である神戸町で、ブランドネギ「グリーンねぎ」の出
荷が本格化しています。同町は県内の小ネギの約9割を生産する一大産地。
ＪＡにしみの下宮青果部会協議会グリーンねぎ部会の生産者5人と1法人が
約6㌶のハウスで周年栽培し、年間約150㌧を岐阜や名古屋、北陸市場へ出
荷する他、同ＪＡのファーマーズマーケットでも販売しています。
　「グリーンねぎ」はえぐみが少なく、くせがないのでそうめんやざるそばなど
の薬味として人気が高く、需要が高まる7月から9月に掛けて出荷のピークを迎えます。
　今年産は気候条件が不安定な中でも概ね順調に生育。これから猛暑が予想されるため、害虫の防除や遮光ネットを
掛けて適時温度調整をし、生育を注意深く見守ることで高品質な「グリーンねぎ」の安定出荷を目指します。
　同部会の戸川忠和部会長は「これからお盆の最需要期に向けて出荷量はどんどん増えてくる。私たちが丹精込めて
栽培した高品質な「グリーンねぎ」を消費者の皆さまにぜひ味わっていただきたい」と話しました。

　ＪＡにしみのは6月15日、大垣市のＪＡ葬祭中川斎場で人形供養祭を行い、来
場者421人から持ち込まれた節句人形やぬいぐるみなど、約3,850体を供養しま
した。
　人形供養祭は平成20年から始まり今年で15回目。来場者は祭壇に置かれた思
い出の詰まった人形を前にご焼香を行い、今までの感謝を伝えました。また、会場
では葬儀に関する様々な質問や相談を受け付ける葬儀相談会も行われました。
　来場した女性は「母の代から大事にされてきた人形を供養していただき感謝し
ている」と話しました。人形供養祭は地域貢献活動の一環として今後も開催を検
討していきます。
　この日寄せられた志は、子育て支援に役立ててもらうために、各市町に寄付さ
れます。

　岐阜県園芸特産振興会とＪＡ全農岐阜は7月12日、神戸町中央公民
館で岐阜いちご生産者研究大会を開きました。県内から関係者約160人
が参加し、大会の中で行われた第49回岐阜県いちご共進会表彰式で
は、輪之内町園芸組合いちご部会の西松勝典さん（株式会社令和農園
　代表取締役）が岐阜県知事賞（特別優秀賞）を受賞しました。
　岐阜県いちご共進会は、栽培技術の改善や品質の向上、経営の合理
化を図りイチゴ生産の振興に寄与する目的で毎年開かれており、西松さ
んはイチゴの収量や品質などが評価されました。また、共進会に参加され
た生産者の方は全員が優良賞をはじめとした各賞を受賞しました。
　研究大会では、「いちご栽培における高温対策等について」をテーマ
として、関係団体などの報告・発表があり、イチゴの生産についての知識
や今後の展望を深めました。

ナスを収穫する海津小学校の児童

ハツシモの苗を植える参加者

　海津市立海津小学校3年生70人は6月27日、同市海津町高須にあるＪＡにしみの海津茄子部会の伊藤宗人部会長
のハウス25㌃でナスの収穫を体験しました。収穫体験を通じて、地元の農業に興味、関心を持ってもらおうと、伊藤部
会長も所属する市内の農家グループ「海津農業フォーラム
21」が毎年企画しています。
　児童は、伊藤部会長から収穫方法の説明を受けた後、一
斉にハウスに入り、ビニール袋がいっぱいになるまでナスを
収穫していきました。収穫を終えた児童は「茎が太くてとる
のが大変だったけど、大きいナスをとることができてよかっ
た」と笑顔を見せていました。
　伊藤部会長は「近年、子どもたちの農業への関心が低く
なっている。収穫体験を通じて農業の楽しさを感じてもら
い、農業に関心を持つきっかけになってくれたらうれしい」
と話しました。
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ＪＡグループの食農教育をすすめるこども雑誌
『ちゃぐりん』は、８月号で創刊60周年を迎えました！

にしみの地域で元気にイキイキと活動する「JAにしみの女性部」。毎月支部オリ
ジナル活動や区域の専門コース活動など6区域27支部がさまざまな活動に取
り組んでいます。そんな女性部活動の魅力について、お伝えします！

　ＪＡにしみの女性部は6月11日から6月20日にかけて、相次ぐ電気料金の値上げに対して、節電につなげようと中部電力パ
ワーグリッド株式会社を講師に招き、専用講座「お家でできる省エネ対策」を開きました。
　この講座は、電力会社から気になる電気料金や節電対策、発電の仕組みなど電気に関する疑問を直接聞いて学ぶことができ
ます。
　6月13日に同ＪＡ本店で午前中に開催された講座には大垣区域の会員34人が参加しました。
　同社大垣営業所の成木康晃さんと小林悦子さんが家庭内の消費電力量の約5割を占めるエアコン、冷蔵庫、照明を例に、夏
場でも無理なく効率的な省エネができる対策を説明しました。
　電気自動車（ＥＶ）の展示も行われ、移動手段に加え、「大容量の蓄電池」として災害時の非常用電源となることから、電気を取
り出す様子を実演しました。この他にも停電の仕組みや停電時の備えなど、電力会社ならではの視点から省エネや防災などにつ
いて紹介しました。
参加者は「エアコンに併せてサーキュレーターや扇風機を使うなど、小さなことから節電し、快適に夏を過ごしたい」と話し

ました。

統一活動 大垣区域

お家でできる省エネ対策

成木さんから省エネの秘訣を伝授 メモを取りながら真剣に話を聞く会員ら 電気自動車から電気を取り出す実験を見学
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毎月「食＆農の特集」を連載！
8月号…野菜もりもりバーベキュー
　　　 別冊付録：日本の食のいまがよくわかる
　　 食料・農業なるほどクイズ
9月号…ひんやりぷるぷるブドウゼリー

・普通月号　492円（税込）
・付録月号　576円（税込）
・普通月号　492円（税込）

毎月8日は「はつべいの日」
今月の抽選対象商品は「ニッポンエール

熊本県産すいかグミ」

ＬＩＮＥ登録者限定

LINEの登録は
こちらから

LINE登録者限定のサービスです。
ぜひ友だち登録お願いいたします。

ファーマーズマーケ
ット情報

スイカの
みずみずしい
爽やかな甘みの
グミだべい！！

抽選で８０名様にプレゼントします！！ 
※抽選期間 8月8日～8月31日

8月10日(土)～8月15日(木)
ホオズキ、仏花などの切り花を豊富に取り揃えてお待ちしております。

※8月14日(水)は特別営業いたします。

お盆セール全店舗で開催！お盆セール全店舗で開催！
期間

ファーマーズマーケット
ＬＩＮＥ新規お友だち登録者プレゼント

JAにしみのファーマーズマーケットのLINEを
新規お友だち登録していただいた方に
オリジナルトートバッグをプレゼント！！
図柄は全部で3種類。
各店のLINEのお友だち登録につき1つ、
登録店舗窓口にてトートバッグがもらえます。

※ＬＩＮＥお友だち登録時に発行される、クーポンの提示が必要となります。

定価

お申し込みは、最寄りの支店まで

自然のふしぎやひみつを楽しく学べる

『ちゃぐりん』

➡次回は

９月13日（金）

８月はお休みさせ
ていただきます。

にしみのカフェ

～ひだまり～

夏休みの宿題に大活躍！！

じゃん ! 2024.8じゃん ! 2024.8 1617 161616171717

ＪＡグループの食農教育をすすめるこども雑誌
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場でも無理なく効率的な省エネができる対策を説明しました。
　電気自動車（ＥＶ）の展示も行われ、移動手段に加え、「大容量の蓄電池」として災害時の非常用電源となることから、電気を取
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その他、家庭菜園に関する相談は、JAの支店または営農経済センターまでご連絡ください。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

「風味・食感・爽やか・サラダ料理の主役」～レタス～
結球レタス、リーフレタス、半結球のロメインレタス、
茎レタスと種類・品種も豊富。

今月の
テーマ

冷涼な気候を好み、耐暑性はあまりありません。栽培適温は18～23℃で、暑さには弱く、30℃以上になると腐敗株が多くなります。レタ
スはほうれん草に次いで、酸性土壌に弱い野菜ですので、石灰質肥料等で酸度調整し、極端な乾燥や過湿、多施肥にならないように注意
し作付けしてください。

種まき 植え付け（保温） ビニールトンネル

結球レタス(玉レタス)

8月 9月 10月 11月 12月 1月

半結球（ロメインレタス)
リーフレタス

収穫

8月の栽培管理

イチゴ炭疽病に注意しましょう！

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　山田 和彦さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　高井 啓さん

　早植コシヒカリは、出穂後の防除と収穫準備の時期となり、普通
植ハツシモは、穂肥施用や病害虫防除を行う時期となります。
＜早植コシヒカリ＞
出穂後防除
　コシヒカリは登熟期を迎え、カメムシ類の水田への飛び込みが心
配されます。近年はカメムシ類の発生が多く、今年は特に多いと予
想されています。カメムシ類が吸汁し斑点米が発生し、品質の低下
を招いたり、イネカメムシによる不稔などの被害も発生しています。
栽培暦に準じて防除しましょう。
落水
　落水は、収穫7日前を目安に行います。早く水を落とすと乳白米や
胴割米が発生し、品質低下を招く恐れがあります。落水後も田んぼ
が乾きすぎる場合は走り水を行い、水の補給を行いましょう。
＜普通植ハツシモ＞
穂肥施用
　ハツシモは穂肥施用の時期となりますが、稈の下位節間が伸びる
時期と重なるため、施用時期は幼穂長で、施用量は葉色で判断しま
す。施用時期は、幼穂長が約5㍉（出穂18日前）の時です。6月10日
田植えの場合、穂肥時期の目安は8月13日（出穂日：8月31日）とな
ります。
　また、穂肥の施用量は、水稲用葉色板で3.5程度まで色が低下し
ていれば、栽培暦にある規定量を施用します。例えば、追肥化成35
号の場合、10㌃あたり20㌔施用します。

　葉色が濃い場合は、倒伏の恐れがあるため、葉色が落ちてから施
用量を減らして施用します。
　基肥一発肥料を使用している場合は、穂肥の必要はありませ
ん。
　水稲用葉色板は、「肥料農薬種子予約注文書」の裏表紙に掲載
されています。
病害虫防除
引き続き、カメムシ類・ウンカ類の多発が懸念されます。いもち病

とあわせて適期に防除を行いましょう。
　畦畔や水田周辺部の雑草はカメムシ類の住みかとなるので、出穂
10日前までに草刈りを行います。出穂後に除草を行うと、カメムシ
類の田んぼへの飛び込みを助長する恐れがあるため、遅くならない
ようにしましょう。
　昨年、紋枯病が多発したほ場では、発生状況を確認して防除を行
いましょう。

　昨年は、一昨年同様に炭疽病が多発し、苗不足となる事例が多く
みられました。効果的な薬剤が限られますが、耕種的防除の徹底に
より発生拡大を防ぎましょう！
１．炭疽病とは？
・病原菌は、Glomerella cingulata（グロメレラ・シングラータ）
であり、株のあらゆる部位に感染し、その後進展して枯死します。
・菌糸は、15～38℃の温度範囲で生育、生育適温は28℃前後と、
比較的高温を好みます。
２．昨年の発生状況
・月別の発生件数をみると6月から発生し、8月に最も発生が多くな
ります（表1）。一昨年に比べ、8月以降の発生件数は多く、被害
甚大の件数も増加しています。台風7号および9月の高温が影響し
ました。
・品種別では、生産者戸数が異なるため一概には言えませんが、
「濃姫」で多い傾向がみられます（表2）。
・初確認から1カ月後に被害が拡大する傾向がみられます。
・被害のあったほ場の半数以上で雨よけビニールがされておらず、
かん水方法も頭上かん水でした。
３．耕種的防除
・雨よけハウスや底面給水によるかん水など、植物体に水滴がつか
ない管理が最も有効ですが、導入コストも高額になります。以下

の取り組みは比較的実施しやすいため、できることを確実に行う
ことが重要です。
①風通しを良くする
・密植すると風通しが悪くなり、感染リスクが高まります。ゆったり
とした間隔で、子苗を管理しましょう。スペースが十分にない場合
は、お互いに葉が触れない程度、葉かきを徹底するだけでも効果
があります。
②雑草の除去
・イチゴ炭疽病菌はほとんどの雑草では発病しませんが、葉に定着
すると潜在感染します。さらに、雑草が枯れた段階で大量の胞子
を形成するため、雑草除去や防草シートの設置が有効です。
③早期発見・早期除去
・早期に発見し、処分することは非常に重要です。ただし、判別が
難しい場合は、周辺の株含めて隔離して管理し、しばらく様子を
見て処分するか判断してください。

イチゴ

水稲

植え付けから30～40日後に中央部の葉が巻き始めたら追肥をします。追　　肥

本葉が3～4枚の苗をトレーやポットから抜いても根鉢が崩れず、ほどよく根が回った頃が植え付けの目安です。株間25～30㌢とし、
苗の土が少し隠れるくらいの深さで植え付け株元にかん水します。

結球レタスなどを育苗する場合、連結ポットやセルトレーに種まき培土を入れ、土を湿らせてから一カ所に種を3～5粒まきます
（ファーマーズマーケットやホームセンターで苗を購入しても良いです）。
覆土は種が乾燥しない程度薄くし、軽く上から押さえます。本葉が2～3枚になったら2本に間引きします。
リーフレタスは、結球レタスと同様に苗を仕立てて移植することもできますが、直播も可能で、穴あきマルチ（株間25～30㌢）を敷い
て直接1穴に3～5粒まきます。プランター栽培もＯＫ。

植え付け

レタスは結球が進んでくると霜や寒さに弱くなります。12月以降の霜や雪が降る時期になったら防寒のためビニールトンネルか不織
布をベタがけします（トンネル内の温度が上がりすぎないように換気も忘れずに）。トンネル

頭を手のひらで軽く押さえてみて、弾力があり球がやや硬く締まった頃（8分結球くらい）球の下方から切り取ります。切り口から出る
乳液は、水を浸した布などでふき取ります。収　　穫

レタスは過湿の土壌を嫌うので堆肥の投入や畝を高くすることが大切です。
植え付けの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と完熟堆肥2㌔/㎡を、植え付けの1週間前に化成肥料（畑作名人N：P：K＝13：13：13）
100㌘/㎡を施します。前作の残肥や土質を考慮して調整してください。
畝幅80～90㌢、畝高10～20㌢（水はけの悪い畑では高畝にする）の畝を立てます。
マルチの利用は、雑草防止の他、土壌の湿度や温度変化が緩やかになったり、土のはね返りを防止します。また銀色マルチを使うとア
ブラムシやアザミウマの防虫効果があります。

畑の準備

図1　作型目安

●栽培のポイント

●作ってみたい品種

結球レタス ロメインレタス リーフレタス 山クラゲ

○結球レタス：冬どりで作りやすいシスコ（タキイ）、揃いが良いサリナス88（サカタ） 
○半結球レタス：葉肉が厚くおいしいロマリア（タキイ）、食感がよく甘みあるリバーグリーン（サカタ）
○リーフレタス：鮮やかな赤色のフレアルージュとマザーレッド（タキイ）
○茎レタス“山クラゲ”：加工品として見かけることもあります。ケルン（サカタ）

イネカメムシ ホソハリカメムシ 吸汁被害にあった斑点米

表1 月別の炭疽病の発生件数（R5)
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表2 品種別炭疽病の発生件数（R5)

※複数品種を栽培している場合は別カウント
注）いずれも西濃農林事務所調べ （対象は西濃農林事務所管内）
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その他、家庭菜園に関する相談は、JAの支店または営農経済センターまでご連絡ください。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）
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西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　高井 啓さん
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中川支店 8月7日（水）、21日（水）、9月4日（水）

中川支店 8月1日（木）、9月5日（木）

税務相談 9：30～12：00 ※要予約

■ローンセンター洲本店

ローン相談会 ※表記の時間は現在の短縮営業時間です。※12月31日～1月3日は休業。

［平日］（水曜日を除く）
［平日水曜日］

9：00～18：00
9：00～17：30

［土・日曜・祝日］10：00～15：00
0120-84-2430

■ローンセンター長沢店

［平日］9:00～18:00
［休日］水曜日（祝日の場合は営業）

［土・日曜・祝日］10:00～15:00
0120-06-2430

中 川 支 店
81-2453

神 戸 支 店
27-4101

名 森 支 店
64-3311

海津中支店
53-1133

養老中支店
32-0528

垂 井 支 店
22-1006

ローンセンター洲本店
0120-84-2430

無料相談日

葬儀事前相談日

税

税

年

神戸支店 8月14日（水）、9月11日（水）

神戸支店 8月2日（金）、9月6日（金）

税

年

名森支店 8月28日（水）

名森支店 8月16日（金）

税

年

海津北支店 8月6日（火） 南濃支店 9月3日（火）

海津北支店 8月15日（木）

税

年

養老中支店 8月20日（火）

養老中支店 8月13日（火）、9月10日（火）

税

年

垂井支店 8月13日（火）、27日（火）、9月10日（火）

垂井支店 8月6日（火）、9月3日（火）

税

年

ローンセンター洲本店 8月25日（日）年

年金相談 年

※ 中川支店の税務相談は9：00からとなります。

10：00～
12：00

6,001億6,712万円
866億1,939万円

 9,630億7,321万円

貯金
貸出金
長期共済保有契約高

17億315万円
27億4,084万円

39,950人

購買品取扱高
販売品取扱高
組合員数

JAデータ 令和6年6月末

もしものときは、
葬儀専用フリーダイヤルへ

病院・施設からのお迎えの手配、葬
儀の初動受付をさせていただきます。

9：00～12：00

中川斎場
8月1日（木）、8月11日（日）

※上記以外の日程においてもご相談を承ります。（その際はフリーダイヤルへご連絡ください）

安井斎場
8月5日（月）、8月23日（金）

理事会だより

第１号議案

第2号議案

第3号議案

第25回通常総代会の議案等に関する質疑及び回答について
第２５回通常総代会の議案等に関する質疑の回答及び広報誌への掲載について承認されました。
不祥事件再発防止策の進捗について
令和６年５月末の不祥事件再発防止策の取組み状況等について承認されました。
共済規程の一部変更について
共済規程の一部変更について承認されました。

第4号議案

第5号議案

理事会の承認を必要とする契約について（購買取引）
理事会の承認を必要とする契約について（購買取引）が承認されま
した。
出資口数の減少について
１件の減口が承認されました。

令和６年度　第３回　開催日　令和６年６月１７日（月）出席率９５％（３８名/４０名）

第１号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

第6号議案

第7号議案

役付理事の選任について
役付理事の選任が決定されました。
代表理事の選任について
代表理事の選任が決定されました。
組合長が事故または欠員のときの理事会を招集する理事の順位について
組合長が事故または欠員のときの理事会を招集する理事の順位が決定されました。
行政庁に提出する業務報告書について
行政庁に提出する業務報告書について承認されました。
退任理事に対する慰労金の支給について
退任理事に対する慰労金の支給について承認されました。
理事報酬額について
理事の報酬額及び支払い方法が決定されました。
委員会の設置について
各委員会の構成と正・副委員長が決定されました。

第8号議案

第9号議案

第10号議案

第11号議案

第12号議案

第13号議案

社会福祉法人「養寿会」理事・評議員の推薦について
社会福祉法人「養寿会」理事・評議員の推薦が決定されました。
養老町農業振興地域整備促進協議会委員の推薦について
養老町農業振興地域整備促進協議会委員の推薦が決定されました。
農協役員賠償責任保険の加入について
農協役員賠償責任保険への加入が決定されました。
美濃酪農農業協同組合連合会役員の推薦について
美濃酪農農業協同組合連合会役員の推薦が決定されました。
(有)JAにしみの興農社役員の推薦について
(有)JAにしみの興農社役員について決定されました。
理事会の承認を必要とする契約について（融資契約）
理事会の承認を必要とする契約について（融資契約）が承認されま
した。

令和６年度　第４回　開催日　令和６年６月１９日（水）出席率９５％（３８名/４０名）

※予約がない場合は開催しませんのでご注意ください。

夏の暑さに気をつけて！
大垣警察署からのお知らせ

　夏休みに旅行やドライブで遠方まで運転することもある
と思います。
　夏は気温が高くなるため、集中力の途切れや、疲労等が原
因となる交通事故の発生が懸念されます。
　運転する際は、次の点に注意してください。

大垣警察署の
ホームページ
はこちら

①体調の変化に注意！
運転前に体調が悪い、普段と違うと感じたら運転は控え

ましょう。
 また、運転中に体調が悪くなった場合や疲れを感じた場合
は、速やかに安全な場所に停止して体調が回復するまで休
憩しましょう。
②漫然運転に注意！
暑さや夜の寝苦しさなどから睡眠不足になりやすく、漫然

運転の原因となります。通り慣れた道でも、油断することな
く、適度な緊張感をもって運転しましょう。
③履き物に注意！
暑くても、サンダルやスリッパでの運転はブレーキペダル

等から足が外れて操作を誤るおそれがありますのでやめま
しょう。

信用事業に係るご案内状
一部発送終了のお知らせ

　令和6年7月31日作成分の発送をもちまして、下記
案内状の発送を終了させていただきます。

詳しくは、最寄りの支店までお問い合わせください。

　今後ともお客さまにご
満足いただける商品・
サービスの提供に努めて
まいりますので、変わら
ぬご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

発送終了となるご案内状
①積立式定期貯金残高のお知らせ
②国債利払・満期償還のお知らせ

大垣ひまわり畑
2024

見頃（開花予定）

場所（栽培地区）
協 力 金

お問い合わせ先

8月上旬～8月中旬
※開花状況は大垣市のホームページに掲載
大垣市平町地内（ＪＡにしみの本店東）

大垣市役所　農林課
TEL 0584-47-8624

主　　　　　催 大垣ひまわり畑実行委員会

約14万本のひまわり達がお出迎え

ひまわり畑の維持・管理のため、おひと
り250円（中学生以下無料）の協力金を
いただきます。

組合員資格の変更は支店まで
組合員の皆さまの組合員資格に変更が生じた場

合は、書面にてJA宛にお届けいただくことになっ
ています（定款第14条）。組合員資格に変更が
あった場合はお手数ですが、出資をしている支店で
お手続きをしていただくようにお願いします。
　組合員資格には農業者である正組合員と農業者以
外である准組合員の2つがあります。

・お届けいただいている名前や住所に変更が
あった場合
・正組合員から准組合員に、または准組合員か
ら正組合員に変更になった場合
・組合員資格を喪失した場合　など
※正組合員は、経営する農地を有するか１年の内30
日以上農業に従事する農業者等の方が該当します。

組合員資格の変更とは・・・

詳しくは、最寄りの支店までお問い合わせください。
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中川支店 8月7日（水）、21日（水）、9月4日（水）

中川支店 8月1日（木）、9月5日（木）

税務相談 9：30～12：00 ※要予約

■ローンセンター洲本店

ローン相談会 ※表記の時間は現在の短縮営業時間です。※12月31日～1月3日は休業。

［平日］（水曜日を除く）
［平日水曜日］

9：00～18：00
9：00～17：30

［土・日曜・祝日］10：00～15：00
0120-84-2430

■ローンセンター長沢店

［平日］9:00～18:00
［休日］水曜日（祝日の場合は営業）

［土・日曜・祝日］10:00～15:00
0120-06-2430

中 川 支 店
81-2453

神 戸 支 店
27-4101

名 森 支 店
64-3311

海津中支店
53-1133

養老中支店
32-0528

垂 井 支 店
22-1006

ローンセンター洲本店
0120-84-2430

無料相談日

葬儀事前相談日

税

税

年

神戸支店 8月14日（水）、9月11日（水）

神戸支店 8月2日（金）、9月6日（金）

税

年

名森支店 8月28日（水）

名森支店 8月16日（金）

税

年

海津北支店 8月6日（火） 南濃支店 9月3日（火）

海津北支店 8月15日（木）

税

年

養老中支店 8月20日（火）

養老中支店 8月13日（火）、9月10日（火）

税

年

垂井支店 8月13日（火）、27日（火）、9月10日（火）

垂井支店 8月6日（火）、9月3日（火）

税

年

ローンセンター洲本店 8月25日（日）年

年金相談 年

※ 中川支店の税務相談は9：00からとなります。

10：00～
12：00

6,001億6,712万円
866億1,939万円

 9,630億7,321万円

貯金
貸出金
長期共済保有契約高

17億315万円
27億4,084万円

39,950人

購買品取扱高
販売品取扱高
組合員数

JAデータ 令和6年6月末

もしものときは、
葬儀専用フリーダイヤルへ

病院・施設からのお迎えの手配、葬
儀の初動受付をさせていただきます。

9：00～12：00

中川斎場
8月1日（木）、8月11日（日）

※上記以外の日程においてもご相談を承ります。（その際はフリーダイヤルへご連絡ください）

安井斎場
8月5日（月）、8月23日（金）

理事会だより

第１号議案

第2号議案

第3号議案

第25回通常総代会の議案等に関する質疑及び回答について
第２５回通常総代会の議案等に関する質疑の回答及び広報誌への掲載について承認されました。
不祥事件再発防止策の進捗について
令和６年５月末の不祥事件再発防止策の取組み状況等について承認されました。
共済規程の一部変更について
共済規程の一部変更について承認されました。

第4号議案

第5号議案

理事会の承認を必要とする契約について（購買取引）
理事会の承認を必要とする契約について（購買取引）が承認されま
した。
出資口数の減少について
１件の減口が承認されました。

令和６年度　第３回　開催日　令和６年６月１７日（月）出席率９５％（３８名/４０名）

第１号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

第6号議案

第7号議案

役付理事の選任について
役付理事の選任が決定されました。
代表理事の選任について
代表理事の選任が決定されました。
組合長が事故または欠員のときの理事会を招集する理事の順位について
組合長が事故または欠員のときの理事会を招集する理事の順位が決定されました。
行政庁に提出する業務報告書について
行政庁に提出する業務報告書について承認されました。
退任理事に対する慰労金の支給について
退任理事に対する慰労金の支給について承認されました。
理事報酬額について
理事の報酬額及び支払い方法が決定されました。
委員会の設置について
各委員会の構成と正・副委員長が決定されました。

第8号議案

第9号議案

第10号議案

第11号議案

第12号議案

第13号議案

社会福祉法人「養寿会」理事・評議員の推薦について
社会福祉法人「養寿会」理事・評議員の推薦が決定されました。
養老町農業振興地域整備促進協議会委員の推薦について
養老町農業振興地域整備促進協議会委員の推薦が決定されました。
農協役員賠償責任保険の加入について
農協役員賠償責任保険への加入が決定されました。
美濃酪農農業協同組合連合会役員の推薦について
美濃酪農農業協同組合連合会役員の推薦が決定されました。
(有)JAにしみの興農社役員の推薦について
(有)JAにしみの興農社役員について決定されました。
理事会の承認を必要とする契約について（融資契約）
理事会の承認を必要とする契約について（融資契約）が承認されま
した。

令和６年度　第４回　開催日　令和６年６月１９日（水）出席率９５％（３８名/４０名）

※予約がない場合は開催しませんのでご注意ください。

夏の暑さに気をつけて！
大垣警察署からのお知らせ

　夏休みに旅行やドライブで遠方まで運転することもある
と思います。
　夏は気温が高くなるため、集中力の途切れや、疲労等が原
因となる交通事故の発生が懸念されます。
　運転する際は、次の点に注意してください。

大垣警察署の
ホームページ
はこちら

①体調の変化に注意！
運転前に体調が悪い、普段と違うと感じたら運転は控え

ましょう。
 また、運転中に体調が悪くなった場合や疲れを感じた場合
は、速やかに安全な場所に停止して体調が回復するまで休
憩しましょう。
②漫然運転に注意！
暑さや夜の寝苦しさなどから睡眠不足になりやすく、漫然

運転の原因となります。通り慣れた道でも、油断することな
く、適度な緊張感をもって運転しましょう。
③履き物に注意！
暑くても、サンダルやスリッパでの運転はブレーキペダル

等から足が外れて操作を誤るおそれがありますのでやめま
しょう。

信用事業に係るご案内状
一部発送終了のお知らせ

　令和6年7月31日作成分の発送をもちまして、下記
案内状の発送を終了させていただきます。

詳しくは、最寄りの支店までお問い合わせください。

　今後ともお客さまにご
満足いただける商品・
サービスの提供に努めて
まいりますので、変わら
ぬご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

発送終了となるご案内状
①積立式定期貯金残高のお知らせ
②国債利払・満期償還のお知らせ

大垣ひまわり畑
2024

見頃（開花予定）

場所（栽培地区）
協 力 金

お問い合わせ先

8月上旬～8月中旬
※開花状況は大垣市のホームページに掲載
大垣市平町地内（ＪＡにしみの本店東）

大垣市役所　農林課
TEL 0584-47-8624

主　　　　　催 大垣ひまわり畑実行委員会

約14万本のひまわり達がお出迎え

ひまわり畑の維持・管理のため、おひと
り250円（中学生以下無料）の協力金を
いただきます。

組合員資格の変更は支店まで
組合員の皆さまの組合員資格に変更が生じた場

合は、書面にてJA宛にお届けいただくことになっ
ています（定款第14条）。組合員資格に変更が
あった場合はお手数ですが、出資をしている支店で
お手続きをしていただくようにお願いします。
　組合員資格には農業者である正組合員と農業者以
外である准組合員の2つがあります。

・お届けいただいている名前や住所に変更が
あった場合
・正組合員から准組合員に、または准組合員か
ら正組合員に変更になった場合
・組合員資格を喪失した場合　など
※正組合員は、経営する農地を有するか１年の内30
日以上農業に従事する農業者等の方が該当します。

組合員資格の変更とは・・・

詳しくは、最寄りの支店までお問い合わせください。

　今後ともお客さまにご

サービスの提供に努めて
まいりますので、変わら
ぬご愛顧を賜りますよう
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ニンジンの手

牡羊座 3/21~4/19 牡牛座 4/20~5/20 5/21~6/21双子座

6/22~7/22蟹座 7/23~8/22獅子座 8/23~9/22乙女座

9/23~10/23天秤座 10/24~11/22蠍座 11/23~12/21射手座

山羊座 2/19~3/20魚座1/20~2/18水瓶座

全体運 運勢に勢いがあります。レジャーも楽し
めるのでリッチな計画を立てて出かけましょう。華
やかな装いにツキ
健康運 肩凝りを解消するストレッチを。温めるのも◎
幸運を呼ぶ食べ物 カボス

全体運 すれ違いが起きやすい月です。説明は丁
寧に。手順通りに進めれば下旬には成果が見え始
めます。旅行は近場が吉
健康運 食べ過ぎに注意。よく噛んで食べるよう心がけて
幸運を呼ぶ食べ物 サヤインゲン

全体運 思い立ったが吉日、フットワークの良さ
が光ります。チャレンジ精神を発揮して新しいこと
を始めるのも◎
健康運 慌ててけがなどしないよう安全確認を
幸運を呼ぶ食べ物 キュウリ

全体運 上昇運です。困難な状況を解消するため
に手を尽くしましょう。諦めない気持ちが好結果を
もたらします
健康運 足のつぼを刺激して血行を促進。リラックスできます
幸運を呼ぶ食べ物 トウモロコシ

全体運 思うようにならないことが増えますが短
気は禁物。時期を待つことで状況は改善されてい
きます。読書で開運
健康運 冷房などの寒暖差対策に羽織るものを持ち歩いて
幸運を呼ぶ食べ物 ズッキーニ

全体運 自分のペースを大切に。周りの言うこと
を気にし過ぎないようにしましょう。おいしいもの
を食べて運気アップ!
健康運 足元に気を付けて。動く前に準備運動を
幸運を呼ぶ食べ物 モロヘイヤ

全体運 コミュニケーションが良好に。話し合い
の機会をつくりましょう。良い方向に向かいます。
共同作業にツキあり
健康運 筋力アップのチャンス。スポーツもおすすめ
幸運を呼ぶ食べ物 バジル

全体運 星の加護に恵まれ勢いがあります。正面
突破でもいけますが協力者を募るのも◎。いろい
ろ試してみましょう
健康運 体操教室など皆で一緒にする運動がおすすめ
幸運を呼ぶ食べ物 梨

全体運 ピンチはチャンス、追い込まれたら反撃
のときです。今までにやったことのない方法を選択
するのもいいでしょう
健康運 張り切り過ぎてしまうかも。休憩を入れて
幸運を呼ぶ食べ物 ブドウ

全体運 小さな不調を見逃さないように。早めの
対処が好循環につながります。困ったときは経験
者の意見を参考に
健康運 消化の良い食べ物が味方です。発酵食品を多めに
幸運を呼ぶ食べ物 トウガラシ

全体運 対人運が活性化。たくさんの人に会うと
良いひらめきを得られます。レジャースポットでい
いことがありそう
健康運 体をどんどん動かして。いい汗がかけます
幸運を呼ぶ食べ物 ピーマン

全体運 神経質になりがち。緊張で体を硬くして
しまうと状況まで硬直させてしまいます。リラック
スを心がけましょう
健康運 けがに注意。刃物や危険物の取り扱いは慎重に
幸運を呼ぶ食べ物 ミョウガ

12/22~1/19

8月のあなたの運勢

　毎日暑い夏の日が続いています
が、皆さまいかがお過ごしでしょう
か？熱中症対策として水分補給は
もちろんですが、食事や睡眠など
いつも以上に気を配って体調を崩
さないようにしたいですね。部屋
の中ではエアコンも上手に使用
して、健康第一で夏を満喫しま
しょう！　 　　 　 （かぬれ）

　夏の定番の一つである海水浴
ですが、場所によっては「暑すぎ
て客足が遠のく」という状況に
なっているようです。暑くなってく
ると海水浴場はどんどん混雑して
いくイメージがありましたが、近年
の猛暑はレジャーでも外に出たく
ないと思わせるパワーを持ってい
るのだと思います。皆さま、熱中
症などには充分ご注意ください。
　　　　　　　　　　 （まぐ）
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二重マスの文字をＡ～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

D ECBA

答
え

正解者の中から抽選で４０名様に、
農協全国商品券（1,000円分）をプ
レゼントします。なお、当選者発表は
商品券の発送をもってかえさせてい
ただきます。

■応募締切日（当日消印有効）

■賞品
令和6年8月31日（土）

●人がやっていると分かっていてもやっぱり
怖いです。　　　 海津市平田町／M・Y／女性66歳

●子どもの頃、怖くて回れず入口から出してもら
いました。　　　　　 養老郡養老町／F・K／女性58歳

●日本一怖いと言われている富士急ハイラン
ドのお化け屋敷は堪えました。　　　　
　　　　　　　　　　　　　（かぬれ）

結果発表

好きなお茶は「緑茶派」or「麦茶派」です。今月募集するお題は、

➡今回は、同率の結果となりました。怖い種類が少し違いますがどちらもヒヤッとしますね。次回もお楽しみに！

Ａ、お化け屋敷派
●以前に乗って怖い思いをして、それ以来
乗っていません。

　　　　　　　　　 不破郡垂井町／Y・F／女性74歳

●昇るよりも落ちる時が手に力が入ってキャー
となります。　 大垣市中野町／K・K／女性71歳

●落ちる時の浮く感じが慣れないです。　　　
　　　　　　　　　　　　　（まぐ）

Ｂ、ジェットコースター派

お化け屋敷派 ジェットコースター派or
遊園地で怖いといえば

（詳しくは下記の応募要項をご覧ください）

夏休みに家族や友達と遊園地に行ったことがある人も多いのではないでしょうか。遊園地の乗り物を全制覇すると意気込んで一日
中遊んだりもしましたよね。そこで今回は、遊園地で怖いといえば『お化け屋敷派』ｏｒ『ジェットコースター派』で募集しました。

50%

A
お化け
屋敷派

50%

B
ジェット
コースター派

アンケートにご協力ください。Ａ.面白かった、興味深かったと思う記事とその
理由。Ｂ.「緑茶派」or「麦茶派」の回答とその理由。①クロスワードパズルの
答え②郵便番号、住所③氏名（フリガナ）④年齢⑤電話番号⑥上記のアン
ケート回答を記入の上、ハガキかＥメールでご応募ください。※①～⑥の項目
は必ずご記入ください。

応
募
要
項

「じゃん ! 写真館」では、おもしろい写真をはじめ、自慢の写真（こども、ペット、風景など）、
イラストを次の要領で募集しております。
●応募方法　封筒に写真（イラストは、ハガキでもOK）を入れ以下をご記入ください。
　　　　　　Eメールでのご応募もお待ちしております。
　　　　　　①応募者の住所、氏名、電話番号②被写体名③撮影場所
●応 募 先　ハガキ： 〒503-0849 大垣市東前町955-1
　　　　　　　 　JAにしみの・地域ふれあい課「じゃん !写真館」係まで
　　　　　　Ｅメール： nishimino@jan.or.jp

優しさが
詰まってそうです

不破郡垂井町
杉原 武夫さん

引き抜いたら
びっくり！

養老町大巻
石原 由美子さん

●宛先　

ハガキ ： 〒503-0849 大垣市東前町955-1　
　　　　　ＪＡにしみの本店 広報担当係
Ｅメール :  nishimino@jan.or.jp
　　　　　（件名：クロスワードパズル）

※広報誌にて掲載した写真はJAにしみの公式インスタグラムにも公開させていただくことがあります
　（ただし、農産物・風景のみ）。

ハートジャガイモ

腕を振って
歩きだしそうです

安八町東結
岡田 せつ子さん

人形みたいなナス

A B C D

ナガグツ

■6月号の答え

じゃん ! 2024.8じゃん ! 2024.8 2223 222222232323

ニンジンの手

牡羊座 3/21~4/19 牡牛座 4/20~5/20 5/21~6/21双子座

6/22~7/22蟹座 7/23~8/22獅子座 8/23~9/22乙女座

9/23~10/23天秤座 10/24~11/22蠍座 11/23~12/21射手座

山羊座 2/19~3/20魚座1/20~2/18水瓶座

全体運 運勢に勢いがあります。レジャーも楽し
めるのでリッチな計画を立てて出かけましょう。華
やかな装いにツキ
健康運 肩凝りを解消するストレッチを。温めるのも◎
幸運を呼ぶ食べ物 カボス

全体運 すれ違いが起きやすい月です。説明は丁
寧に。手順通りに進めれば下旬には成果が見え始
めます。旅行は近場が吉
健康運 食べ過ぎに注意。よく噛んで食べるよう心がけて
幸運を呼ぶ食べ物 サヤインゲン

全体運 思い立ったが吉日、フットワークの良さ
が光ります。チャレンジ精神を発揮して新しいこと
を始めるのも◎
健康運 慌ててけがなどしないよう安全確認を
幸運を呼ぶ食べ物 キュウリ

全体運 上昇運です。困難な状況を解消するため
に手を尽くしましょう。諦めない気持ちが好結果を
もたらします
健康運 足のつぼを刺激して血行を促進。リラックスできます
幸運を呼ぶ食べ物 トウモロコシ

全体運 思うようにならないことが増えますが短
気は禁物。時期を待つことで状況は改善されてい
きます。読書で開運
健康運 冷房などの寒暖差対策に羽織るものを持ち歩いて
幸運を呼ぶ食べ物 ズッキーニ

全体運 自分のペースを大切に。周りの言うこと
を気にし過ぎないようにしましょう。おいしいもの
を食べて運気アップ!
健康運 足元に気を付けて。動く前に準備運動を
幸運を呼ぶ食べ物 モロヘイヤ

全体運 コミュニケーションが良好に。話し合い
の機会をつくりましょう。良い方向に向かいます。
共同作業にツキあり
健康運 筋力アップのチャンス。スポーツもおすすめ
幸運を呼ぶ食べ物 バジル

全体運 星の加護に恵まれ勢いがあります。正面
突破でもいけますが協力者を募るのも◎。いろい
ろ試してみましょう
健康運 体操教室など皆で一緒にする運動がおすすめ
幸運を呼ぶ食べ物 梨

全体運 ピンチはチャンス、追い込まれたら反撃
のときです。今までにやったことのない方法を選択
するのもいいでしょう
健康運 張り切り過ぎてしまうかも。休憩を入れて
幸運を呼ぶ食べ物 ブドウ

全体運 小さな不調を見逃さないように。早めの
対処が好循環につながります。困ったときは経験
者の意見を参考に
健康運 消化の良い食べ物が味方です。発酵食品を多めに
幸運を呼ぶ食べ物 トウガラシ

全体運 対人運が活性化。たくさんの人に会うと
良いひらめきを得られます。レジャースポットでい
いことがありそう
健康運 体をどんどん動かして。いい汗がかけます
幸運を呼ぶ食べ物 ピーマン

全体運 神経質になりがち。緊張で体を硬くして
しまうと状況まで硬直させてしまいます。リラック
スを心がけましょう
健康運 けがに注意。刃物や危険物の取り扱いは慎重に
幸運を呼ぶ食べ物 ミョウガ

12/22~1/19

8月のあなたの運勢

　毎日暑い夏の日が続いています
が、皆さまいかがお過ごしでしょう
か？熱中症対策として水分補給は
もちろんですが、食事や睡眠など
いつも以上に気を配って体調を崩
さないようにしたいですね。部屋
の中ではエアコンも上手に使用
して、健康第一で夏を満喫しま
しょう！　 　　 　 （かぬれ）

　夏の定番の一つである海水浴
ですが、場所によっては「暑すぎ
て客足が遠のく」という状況に
なっているようです。暑くなってく
ると海水浴場はどんどん混雑して
いくイメージがありましたが、近年
の猛暑はレジャーでも外に出たく
ないと思わせるパワーを持ってい
るのだと思います。皆さま、熱中
症などには充分ご注意ください。
　　　　　　　　　　 （まぐ）
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二重マスの文字をＡ～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

D ECBA

答
え

正解者の中から抽選で４０名様に、
農協全国商品券（1,000円分）をプ
レゼントします。なお、当選者発表は
商品券の発送をもってかえさせてい
ただきます。

■応募締切日（当日消印有効）

■賞品
令和6年8月31日（土）

●人がやっていると分かっていてもやっぱり
怖いです。　　　 海津市平田町／M・Y／女性66歳

●子どもの頃、怖くて回れず入口から出してもら
いました。　　　　　 養老郡養老町／F・K／女性58歳

●日本一怖いと言われている富士急ハイラン
ドのお化け屋敷は堪えました。　　　　
　　　　　　　　　　　　　（かぬれ）

結果発表

好きなお茶は「緑茶派」or「麦茶派」です。今月募集するお題は、

➡今回は、同率の結果となりました。怖い種類が少し違いますがどちらもヒヤッとしますね。次回もお楽しみに！

Ａ、お化け屋敷派
●以前に乗って怖い思いをして、それ以来
乗っていません。

　　　　　　　　　 不破郡垂井町／Y・F／女性74歳

●昇るよりも落ちる時が手に力が入ってキャー
となります。　 大垣市中野町／K・K／女性71歳

●落ちる時の浮く感じが慣れないです。　　　
　　　　　　　　　　　　　（まぐ）

Ｂ、ジェットコースター派

お化け屋敷派 ジェットコースター派or
遊園地で怖いといえば

（詳しくは下記の応募要項をご覧ください）

夏休みに家族や友達と遊園地に行ったことがある人も多いのではないでしょうか。遊園地の乗り物を全制覇すると意気込んで一日
中遊んだりもしましたよね。そこで今回は、遊園地で怖いといえば『お化け屋敷派』ｏｒ『ジェットコースター派』で募集しました。
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アンケートにご協力ください。Ａ.面白かった、興味深かったと思う記事とその
理由。Ｂ.「緑茶派」or「麦茶派」の回答とその理由。①クロスワードパズルの
答え②郵便番号、住所③氏名（フリガナ）④年齢⑤電話番号⑥上記のアン
ケート回答を記入の上、ハガキかＥメールでご応募ください。※①～⑥の項目
は必ずご記入ください。
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要
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「じゃん ! 写真館」では、おもしろい写真をはじめ、自慢の写真（こども、ペット、風景など）、
イラストを次の要領で募集しております。
●応募方法　封筒に写真（イラストは、ハガキでもOK）を入れ以下をご記入ください。
　　　　　　Eメールでのご応募もお待ちしております。
　　　　　　①応募者の住所、氏名、電話番号②被写体名③撮影場所
●応 募 先　ハガキ： 〒503-0849 大垣市東前町955-1
　　　　　　　 　JAにしみの・地域ふれあい課「じゃん !写真館」係まで
　　　　　　Ｅメール： nishimino@jan.or.jp

優しさが
詰まってそうです

不破郡垂井町
杉原 武夫さん

引き抜いたら
びっくり！

養老町大巻
石原 由美子さん

●宛先　

ハガキ ： 〒503-0849 大垣市東前町955-1　
　　　　　ＪＡにしみの本店 広報担当係
Ｅメール :  nishimino@jan.or.jp
　　　　　（件名：クロスワードパズル）

※広報誌にて掲載した写真はJAにしみの公式インスタグラムにも公開させていただくことがあります
　（ただし、農産物・風景のみ）。

ハートジャガイモ

腕を振って
歩きだしそうです

安八町東結
岡田 せつ子さん岡田 せつ子

人形みたいなナス

A B C D

ナガグツ

■6月号の答え

じゃん ! 2024.8じゃん ! 2024.8 2223 222222232323
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風味豊かな
グリーンねぎの
登場だべい！

特集特集 第25回通常総代会

ネギ豚もやし
電子レンジで簡単調理

作り方 COOKING

材料（2人分）

ラップに付いた水滴
が落ちると水っぽく
なるので、加熱後は
素早くラップを外し
てください。

ワンポイント
アドバイス

レシピ
提供

店主　加藤 英治さん

安八町大野416-4

藤吉本店
TEL　64-4677

❶もやしをザルで水洗いし、ペーパータオルなどで水気を取
る。
❷①のもやしを皿に平らに敷く。豚バラ肉（スライス）を重なら
ないようにもやしの上に敷き詰め、塩・コショウを少々振る。

❸グリーンねぎを軽く洗い、根元の部分を落としてから3㌢ほ
どの長さに切って②の上に敷き詰める。
❹③にラップを掛け、電子レンジ（600㍗）で３分半加熱する。
※豚バラ肉に火が通り切っていない場合は、様子を見ながら
追加で加熱する。

❺ラップを外し、お好みでカツオ節を振りかけ、付けだれを添
えたら完成。
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グリーンねぎ
＜産地：神戸町＞

表紙の『にしみのブランド』

グリーンねぎ 1束
もやし 1袋
豚バラ肉（スライス） 150㌘
塩・コショウ 少々
カツオ節 適量　

＜付けだれ＞
ポン酢（水と1：1程度に割ったもの） 150ml
グリーンねぎ（薬味） お好みで
※めんつゆ、ゴマだれなどでもＯＫ

西美濃産の
グリーンねぎを
使ったレシピを
紹介します。

にしみのブランド
応援店




